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平成26年度上半期の財政状況
　市では、皆さんに納めていただいた市税などの収入の状況や、それがどのように使われているか、
また、市の財産や借入金の状況がどのようになっているかを、年２回に分けて公表しています。
　今回は、平成26年度上半期（4月１日～ 9月30日）の財政状況についてお知らせします。

【歳　入】　予算総額252億5,025万円　収入済額111億4,518万円（収入率44.1%）

【歳　出】　予算総額252億5,025万円　支出済額91億1,145万円（執行率36.1%）

●一般会計予算執行状況●

市 税 市民の皆さんや市内に事務所などを持
つ法人などに納めていただく税金です。 (63.7％)

91億3,830万円
58億2,530万円

譲与税・
交 付 金

地方譲与税、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金などです。 (50.3％)

9億8,331万円
4億9,446万円

地方交付税 国税の一定割合を財源として、国が一
定基準により市に交付するものです。 (68.0％)

33億3,722万円
22億7,080万円

国庫支出金 国からの負担金や補助金などです。 (33.9％)
27億2,677万円
9億2,528万円

県支出金 県からの負担金や補助金などです。 (4.5％)
20億2,932万円

9,031万円

繰 入 金 基金の取り崩しなどです。 (3.2％)
1億9,802万円

624万円

繰 越 金 前年度で生じた決算剰余金を翌年
度の歳入に繰り越したものです。 (100.0％)

12億1,576万円
12億1,576万円

市 債 政府・金融機構・銀行などから調
達する長期的な借入金です。 (0.0％)

45億3,870万円
0円

そ の 他 分担金及び負担金、使用料及び
手数料などです。 (29.3％)

10億8,285万円
3億1,703万円

議 会 費 議員報酬や市議会運営のための経
費です。 (50.9％)

2億1,480万円
1億0,931万円

総 務 費 庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、
税金の徴収などの経費です。 (25.8％)

48億0,773万円
12億3,965万円

民 生 費 障がいのある方や高齢者の方に対する福祉
の充実、子育て支援などの経費です。 (39.3％)

67億3,541万円
26億4,836万円

衛 生 費 感染症予防、健康増進、環境保全、
清掃費などの経費です。 (34.1％)

15億2,559万円
5億2,034万円

農 林 水
産 業 費

農林水産業の振興を図るための支援
や、生産基盤整備などの経費です。 (17.9％)

18億2,559万円
3億2,622万円

商 工 費 商工業や観光の振興などの経費で
す。 (79.9％)

7億0,632万円
5億6,400万円

土 木 費 道路、河川、公園などの整備や維
持管理のための経費です。 (35.0％)

29億5,612万円
10億3,381万円

消 防 費 消防や火災予防などの災害対策の
ための経費です。 (46.0％)

9億5,015万円
4億3,676万円

教 育 費 学校教育・生涯学習の充実、文
化・スポーツ振興などの経費です。 (32.8％)

30億0,415万円
9億8,530万円

公 債 費 市債の元金・利子を支払うための
経費です。 (50.0％)

24億9,646万円
12億4,723万円

そ の 他 労働費、予備費などです。 (1.7％)
2,793万円
47万円

予算現額
支出済額

※（　）内は執行率

予算現額
収入済額

※（　）内は収入率
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問い合わせ先

●特別会計・水道事業会計予算執行状況●

●市税の状況●　住基人口 ６０，２４３人　　世帯数 ２２，５３０世帯　　（H26.9.30現在）

●地方債の残高●　（Ｈ25年度末） ●市有財産の現在高●　（Ｈ25年度末）

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介 護 保 険
（保険事業勘定）

介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

公共下水道事業

農業集落排水事業

石橋駅周辺土地
区 画 整 理 事 業

仁良川地区土地
区 画 整 理 事 業

水 道 事 業
（収　益）

水 道 事 業
（資　本）

科 目 収 入 状 況
市 民 の 負 担 状 況
1人あたり 1世帯あたり

市 民 税 21億8,298万円 3万6,236円 9万6,892円
固 定 資 産 税 29億6,233万円 4万9,173円 13万1,484円
軽 自 動 車 税 9,133万円 1,516円 4,054円
市 た ば こ 税 2億2,200万円 3,685円 9,854円
都 市 計 画 税 3億6,666万円 6,087円 1万6,274円
合 計 58億2,530万円 9万6,697円 25万8,558円

区　　分 内　　訳

土 地
行 政 財 産 166万6,390㎡
普 通 財 産 19万1,712㎡

計 185万8,102㎡
建 物 行 政 財 産 18万0,276㎡

借入金
324億8,278万円

借入金
324億8,278万円 一般会計

196億5,122万円
一般会計

196億5,122万円公共下水道事業
73億3,125万円
公共下水道事業
73億3,125万円

農業集落排水事業
28億4,121万円
農業集落排水事業
28億4,121万円

下古山
土地区画整理事業
3,823万円

下古山
土地区画整理事業
3,823万円

石橋駅周辺
土地区画整理事業

751万円

石橋駅周辺
土地区画整理事業

751万円

仁良川地区
土地区画整理事業
1,007万円

仁良川地区
土地区画整理事業
1,007万円

水道事業
26億  329万円　
水道事業
26億  329万円　

財政調整基金
25億3,311万円
財政調整基金
25億3,311万円

一般旅券印紙等
購買基金
300万円

一般旅券印紙等
購買基金
300万円

減債基金
32億1,448万円
減債基金
32億1,448万円

庁舎等整備基金
15億5,351万円
庁舎等整備基金
15億5,351万円

地域福祉基金
4億3,982万円
地域福祉基金
4億3,982万円

保健福祉施設整備基金
4億4,797万円

保健福祉施設整備基金
4億4,797万円

地域振興基金
15億7,743万円
地域振興基金
15億7,743万円

グリーン保存育成基金
572万円

グリーン保存育成基金
572万円

道の駅しもつけ基金
3,308万円

道の駅しもつけ基金
3,308万円

東日本大震災復興基金
2,073万円

東日本大震災復興基金
2,073万円

土地開発基金
6億7,879万円
土地開発基金
6億7,879万円

国民健康保険財政調整基金
6億6,640万円

国民健康保険財政調整基金
6億6,640万円

介護給付費準備基金
3億 234万円

介護給付費準備基金
3億 234万円高額療養費資金貸付基金

1,000万円
高額療養費資金貸付基金

1,000万円

地域づくり事業推進基金
4億4,303万円
地域づくり事業推進基金
4億4,303万円

公共施設整備基金
5億4,702万円

公共施設整備基金
5億4,702万円

基　金
124億7,643万円

基　金
124億7,643万円

予算現額
支出済額

※（　）内は執行率※（　）内は収入率

財政課　☎（40）5552

平成26年度上半期の財政状況

歳 入 歳 出
予算現額
収入済額

(46.1％)

(41.3％)

(43.4％)

(40.5％)

(32.9％)

(56.1％)

(95.8％)

(71.9％)

(40.0％)

(0.0％)

56億1,571万円
25億9,123万円

4億9,982万円
2億0,621万円

33億8,277万円
14億6,796万円

423万円
171万円

19億7,159万円
6億4,770万円

4億2,335万円
2億3,745万円

3,898万円
3,733万円

8億4,807万円
6億0,976万円

10億4,413万円
4億1,783万円

1億8,450万円
0円

(41.7％)

(38.0％)

(39.5％)

(32.7％)

(25.0％)

(42.0％)

(4.7％)

(31.4％)

(19.3％)

(14.5％)

56億1,571万円
23億3,974万円

4億9,982万円
1億8,994万円

33億8,277万円
13億3,572万円

423万円
138万円

19億7,159万円
4億9,274万円

4億2,335万円
1億7,785万円

3,898万円
184万円

8億4,807万円
2億6,617万円

8億7,878万円
1億6,960万円

6億5,478万円
9,479万円
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人事行政の運営等の状況

1 職員の任免及び職員数に関すること
（1）職員採用試験実施状況 （平成25年度実績）

試験区分 応募者 受験者 1次
合格者

2次
合格者 最終倍率

一般事務職 136名 117名 24名 14名 8.3
一般事務職

（身体障がい者対象）
0名 0名 0名 0名 0.0

土木技師 2名 0名 0名 0名 0.0
保健師 8名 8名 4名 2名 4.0
管理栄養士 12名 12名 4名 1名 12.0
※最終倍率は、受験者数を２次合格者で除したものです。

2 職員の給与に関すること
（1）職員の初任給の状況 （平成26年4月1日現在）

区　分 月　額

一般行政職
大学卒 172,200円
短大卒 155,700円
高校卒 144,500円

技能労務職 高校卒 137,200円

3 職員の勤務時間その他の勤務条件
（1）年次有給休暇の取得状況 （平成25年度実績）

平均付与日数 平均取得日数 消化率
39.3日 11.1日 28.2％

（2）育児休業の取得状況 （平成25年度実績）
区　分 育児休業対象者数 育児休業取得者数
男　性 9名 1名
女　性 6名 6名
合　計 15名 7名

※ 育児休業は、子が3歳に達する日まで取得可能です。ただし、
給与は無給となります。

（4）期末手当・勤勉手当 （平成25年度実績）
期末手当 勤勉手当

6月 1.225月 0.675月
12月 1.375月 0.675月
合　計 2.60月 1.35月

※職務の級等を考慮した加算措置があります。

（5）級別・職名別職員数（一般行政職）
 （平成26年4月1日現在）
級別 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級
職名 主事 主事 主査 副主幹 主幹 副参事 参事
人数 29名 21名 34名 58名 79名 18名 18名

（2）採用者数 （平成26年度新規採用者）

試　験
一般事務職 12名
保健師 2名

管理栄養士 1名

選　考
派　遣 0名
再任用 11名

合　　計 26名
※新規採用のみ計上しています。

（3）退職者数 （平成25年度退職者）
定　　年 14名

勧奨（早期退職） 4名
自己都合 2名
派　　遣 0名
合　　計 20名

※ 上記の他、再任用任期満了3名

（4）職員数の増減状況 （平成26年4月1日現在）
平成23年度 平成24年度 平成26年度

実績職員数 424名 416名 395名
前年差 △4名 △8名 △4名

※ 最小限の資源で最大限の効果が得られるような効率的行政運
営を推進するため定員適正化計画を策定しています。平成26
年度の目標数は396名ですので、1名少なくなっています。

（3）職員の平均給料月額、平均年齢の状況
 （平成26年4月1日現在）

一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
335,600円 43歳5月 285,300円 53歳7月

※ 一般行政職とは、行政事務に携わる職種です。技能労務職
とは、自動車運転手、公仕、調理員などの職種です。

（2）特別職の報酬等の状況 （平成26年4月1日現在）

区　分 給与・
報酬月額

期末・勤勉手当
退職手当

6月 12月 合計

市　長 940,000円 1.40月 1.55月 2.95月
給料月額×
在職月数×
0.42

副市長 740,000円 1.40月 1.55月 2.95月
給料月額×
在職月数×
0.25

教育長 660,000円 1.90月 2.05月 3.95月
給料月額×
在職月数×
0.21

議　長 470,000円
1.40月 1.55月 2.95月副議長 380,000円

議　員 350,000円

人事行政の運営等の状況
　人事行政運営における公正性、透明性を高めるため、「下野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、職員の任用、職員数、給与、勤務時間、その他の勤務条件等人事行政運営等の状況について概要を
お知らせします。

詳細については、市ホームページで
ご覧いただけます。

 http://www.city.shimotsuke.lg.jp/
■問い合わせ先　総務課　☎（40）5551
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■問い合わせ先　新庁舎準備室　☎（４０）５５６８

石橋中学校「姿川アメニティパーク」

航空写真：東側から敷地を見る
（10月17日撮影）

定点写真：南側から敷地を見る
（10月31日撮影）

設置された免震装置

工事の様子

南河内中学校「しもつけ未来絵巻」

国分寺中学校「国分寺の歴史」 南河内第二中学校「笑顔あふれる下野市」

◆現場仮囲いに市内中学生が描いた絵が設置されました
　新庁舎建設工事現場の仮囲い（国道4号に面した部分）に市内4中学校の美術部により描かれた絵
画が設置されました。「下野市の明るい未来」をモチーフに各地域を題材として縦2m×横5mのパ
ネルに約3か月かけて描きあげました。絵は仮囲いが撤去される平成27年12月頃まで展示する予定
ですので、お近くを通りましたらぜひご覧ください。

■建設工事の様子■工事現場の様子
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

伊澤義雄　氏
【略歴】
　昭和63年3月～平成12年3月
　　旧南河内町議会議員（3期）
　平成6年3月～平成8年3月
　　旧南河内町議会議長

吉田隆一　氏
【略歴】
　昭和46年4月～昭和62年4月
　　旧国分寺町議会議員（4期）
　昭和58年5月～昭和62年4月
　　旧国分寺町議会副議長

市民現場見学会（免震装置）を開催しました

新庁舎建設
　10月18日に新庁舎建設現場において市民現場見学会（免震装置）を開
催しました。
　市民約60名に参加いただいた見学会では、新庁舎で使われる2種類の
免震装置の役割、構造等について説明後、実際に設置された免震装置を
見学していただき、新庁舎の特徴のひとつである免震の機能について理
解を深めていただきました。また、現場体験として重機の乗車体験や見
学会の記念にコンクリート工事の一部をお手伝いいただきました。
　今後も工事の進捗に合わせ市民現場見学会を実施する予定です。

下野ブランドとして認定

石
い し

橋
ば し

江
え

戸
ど

神
み こ し

輿　小
お

川
が わ

 政
ま さ

次
じ

 氏
　このたび、下野ブランドとして、石橋江戸神輿　小川政次氏が認定さ
れ、11月９日、下野市産業祭において認定証を交付しました。
　下野市で生まれ育ち、現在も市内に在住されている小川氏は、宇都宮
市二荒山神社の「おたりや」の製作や大神輿の修理を手がけられたほか、
宮
みや

壹
いち

會
かい

の大神輿製作をはじめ、各地の神輿の製作・修理にあたられ、県
外、さらには海外における神輿製作にも携わっておられます。
　小川氏の製作する石橋江戸神輿は、昭和61年に栃木県伝統工芸品に指
定されているほか、その功績により、平成25年に栃木県文化功労者表彰
を受賞されています。

高齢者叙勲に
伊澤義雄氏、吉田隆一氏

　地方自治の発展に尽くされま
した伊澤義雄氏（別当河原）と
吉田隆一氏（小金井）の２氏が、
高齢者叙勲として「旭日単光章」
を受章されました。
　誠におめでとうございました。

コンクリート壁の仕上げ体験

乗車体験（クローラークレーン）

認定式での小川政次氏

Shimotsuke
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

第２回下野市市長杯
囲碁大会・将棋大会結果
■囲碁大会大会結果
　11月１日㈯グリムの館にて開催（敬称略）
●最強戦 優勝　米田　譲
２位　月井　誠 ３位　大浦　慧志
●Aクラス 優勝　高山　光雄
２位　大久保幸男 ３位　山口　幸雄
●Bクラス 優勝　武田　健
２位　鵜木　義信 ３位　坂本　英夫
●Cクラス 優勝　新谷　八郎
２位　阿部　光廣 ３位　竹内　弘次
●Dクラス 優勝　大野　伶奈
２位　山崎　新一 ３位　大野　芳生

■将棋大会結果
　11月２日㈰国分寺公民館にて開催（敬称略）
●Aグループ
　優勝　栃木　昇 準優勝　杉浦　勝
●Bグループ
　優勝　坂尾　和男 準優勝　沖田　卓三
●Cグループ
　優勝　吉村　藤蔵 準優勝　若林　正明
●Dグループ
　優勝　橋本　律夫 準優勝　倉持　利男
●Eグループ
　優勝　水上　瞭哉 準優勝　新海　将綱

　国分寺公民館での開会式を皮切りに、今年もそれぞれのサー
クルや団体が日頃の練習の成果を発揮し多くの人で賑わいまし
た。
　10月18日のオープニングイベントでは会場が一緒になって
「白い花の咲くころ」など2曲を合唱しました。
　グリムの館では華道、書道、南河内体育センターでは絵画や
工芸など多くの作品が展示、舞台部門では　歌謡、詩吟はもち
ろん、合唱や大正琴、ロックなど幅広い音楽が世代を超えて奏
でられました。
　また、例年盛りあがっている囲碁・将棋大会。特に今年は、
下野市がねんりんピックの囲碁会場であったこともあり、文化
祭でも多くの方が参加され、白熱した対局が展開されました。

しもつけ市民芸術文化祭2014

「しもつけの文化を発信しよう」

能楽をもっと身近に
「能楽鑑賞講座」約400名が参加

　10月12日、能楽に親しみをもっていただこうと、石
橋体育センターにおいて、「能楽鑑賞講座」が開催され
ました。
　この講座は、下野国分寺跡保存整備完成記念事業『し
もつけ薪能』出演者によるワークショップの最終回と
して実施、約400名の参加がありました。薪能にも出演
された山中一馬師(石橋高校出身)を講師に迎え、能楽の
みかたや能舞台のあらすじや解説の講義を聞いた後、
能と狂言の舞台を実際に鑑賞しました。
　狂言の部では、人間国宝の野村万作師がシテ(主役)の
太郎冠者として出演。「附子（ぶす）」は、砂糖にまつ
わる滑稽なお話で、会場からは大きな笑いがまきおこ
りました。
　能の部では、本講座の講師、山中一馬師がシテの天
人として出演。昔話でおなじみの羽衣伝説をもとにし
た能であり、美しい天女の舞に見入り、　日本の伝統文
化“能楽”を堪能することができました。美しい天女の舞

こ
の
催
し
は
、
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

Shimotsuke
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11
月
3
日
、
平
成
26
年
度
下
野
市
消
防

団
通
常
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
分
寺
運
動
公
園
で
実
施
さ
れ
た
通
常

点
検
で
は
、
大
塚　

洋
団
長
の
指
揮
に
よ

り
、
服
装
点
検
・
機
械
器
具
点
検
・
ポ
ン

プ
操
法
点
検
が
行
わ
れ
、
火
災
等
に
対
す

る
備
え
が
万
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
先
の
栃
木
県
・
下
野

市
総
合
防
災
訓
練
に
て
行
い
ま
し
た
女
性

部
に
よ
る
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

点
検
終
了
後
に
は
団
員
が
分
列
行
進
を

行
い
、
愛
泉
幼
稚
園
の
鼓
笛
隊
・
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
・
石
橋
消
防
署
車
両
も
参
加
し
、

ひ
と
き
わ
盛
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

６
万
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
ま
す

下
野
市
消
防
団
通
常
点
検

下野市消防団通常点検

■栃木県知事表彰
　◆模範消防団員 鈴木　裕之
■栃木県消防協会長表彰
　◆勤続章（30年） 野口　　進
　◆勤続章（20年） 髙山　　誠
　◆勤続章（15年） 野澤　英之　他5名
　◆勤続章（10年） 篠﨑　直也　他20名
■栃木県消防協会下都賀支部長表彰
　◆功績章（8年） 石田　敏二 他16名
　◆勤続章（5年） 上野　光義 他34名
■石橋地区消防団連絡協議会長表彰
　◆優良部　第１分団第１部
■下野市長表彰
　◆退職団員表彰状
　吉田　　昭　安達　賢一　大島　徳行
　五十嵐守人　大橋　　勉　新倉　淳一
　山中　貴裕　海賀　弘一　高田　正人
　小倉　雄飛　田村　友作
■下野市消防団長表彰
　◆退職団員感謝状
　　前副団長　元木　幸一
　　前副団長　保坂　和幸
　◆優良部
　　第１分団第１部　第４分団第２部

■

　

10
月
19
日
、
下
野
市
消
防
団
の
第
9
回
消
防

操
法
競
技
会
が
国
分
寺
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
、

第
１
分
団
第
１
部
が
見
事
、
総
合
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

競
技
会
に
は
市
内
8
分
団
か
ら
全
22
部
（
ポ

ン
プ
車
22
台
）
が
出
場
し
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
、
消
火
作
業
の
迅
速
さ
と

正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
合
優
勝 

 

第
１
分
団
第
１
部
（
下
原
・
西
区
・

一
丁
目
・
二
丁
目
・
三
丁
目
・
グ
リ
ー

ン
タ
ウ
ン
地
区
）

準
優
勝 

 

第
６
分
団
第
２
部

 

（
上
古
山
・
上
原
・
若
林
）

第
３
位 

 

第
３
分
団
第
３
部

 

（
本
吉
田
北
・
本
吉
田
南
・
磯
部
）

敢
闘
賞 

 

第
８
分
団
第
１
部
（
川
北
・
川
南
・

鈴
苅
町
）

下
野
市
消
防
団

　

第
９
回
消
防
操
法
競
技
会

消防団員による分列行進

第１分団第１部

競技会の様子

点検者による服装点検（敬称略）

点検者による機械器具点検

Shimotsuke
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下野市消防団員募集

　

こ
の
時
季
に
な
る
と
空
気
が
乾
燥
し
、
暖
房

器
具
や
火
気
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と

か
ら
、
火
災
の
発
生
が
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
は
休
日
が
多
く
、
外
出
な

ど
で
家
を
空
け
た
り
、
事
業
所
も
無
人
に
な
り

が
ち
で
す
。
か
け
が
え
の
な
い
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
も
、
お
出
か
け
前
や
お
休
み
前
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
、

火
災
の
な
い
年
末
年
始
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
こ
と
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

●
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

●
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

● 

電
気
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
を
時
々
掃
除
す

る
。

●
暖
房
器
具
は
点
検
を
し
て
か
ら
使
用
す
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
寝
な
い
。

●
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
さ
な
い
。

● 

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
火
を
消
し
て
か
ら
給
油
す

る
。

●
野
焼
き
な
ど
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

集
募

団
員
募
集

下
野
市
消
防
団
員
募
集

下
野
市
消
防
団
員
募
集

ま
ち
を
守
り
た
い
」と
い
う
思
い
を
、

ま
ち
ま
ち

のの
ま
の
ま
の
こ
の
こ
の
ここここ
「「「
こ
「
き
」」」
き
好
きき
好好

「
こ
の
ま
ち
が
好

カ
ラ
と

チ
カ
ラ

チ
カ
チ
カ
チ
カ

の
チ
の
チ
のののののの

あ
な
た
の

あああ
な
たたた
な
た
ののの
チ
カ
チチチ
カカカ
ララ
と「
こ
のの
まま
ち
が
ち
が
好
が
好好好好
きききき
」」」」「「「「
ここここここ
ののの
ままま
ちち
をを
守守
り
た
り
た
い
」と
い
う
思
い
を
、

か
？
か
？

せ
ん
か

せ
ん
せ
ま
せ
ま
せ
ま

活
動
で
発
揮
し
て
み
ま

防防
消
めめめめめめめめ
た
め
たたたた
の
た
の
た
ののの
災
の
災
の
災災災

域
の
防

地
域
地地地地地
域
のの
防防防
災
防
災災災災
の
た
の
た
の
た
の
たた
の
たた
めめ
た
めめめ
消
め
消消
防
消
防
団団
活
動
でで
発
揮
発
揮
し
揮
し
て
みみ
ま
せ
ま
せ
ん
か
ん
か
？？？

あ
な
た
の
チ
カ
ラ
と「
こ
の
ま
ち
が
好
き
」「
こ
の
ま
ち
を
守
り
た
い
」と
い
う
思
い
を
、

地
域
の
防
災
の
た
め
消
防
団
活
動
で
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
チ
カ
ラ
と「
こ
の
ま
ち
が
好
き
」「
こ
の
ま
ち
を
守
り
た
い
」と
い
う
思
い
を
、

地
域
の
防
災
の
た
め
消
防
団
活
動
で
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　下野市消防団では、新たに消
防団員を募集しています。
　また、下野市消防団では女性
部を組織しており、同時に女性
消防団員も募集しています。
　18歳以上の健康な方でボラン
ティア精神溢れる方、市内に居
住または勤務する方ならどなた
でも入団できます。

■応急手当の知識の習得と指導
■防災訓練・各種訓練式典への参加
■防火啓発活動
■防火防災に関する研修の受講
■警戒時における広報活動・後方支援
■火災現場での後方支援
■消防団のPR活動
■消火器や消火栓の取り扱い訓練の実施

　　など

■災害時における消火、救助活動
■警戒時における巡回活動
■消防団点検行事への参加
■防災訓練や各種訓練への参加
■ポンプ操法競技会への参加
■消防団研修への参加
■防火啓発活動　　など

　消防団に入団すると、特別職の地
方公務員となり、年額の報酬と火災
現場や各種訓練に出動した際の出動
手当が支給されます。
　また、活動中のケガなどに対する
補償もあり、安心して活動できます。

団員の
主な活動募　集

待遇は？
女性団員の
主な活動

■問い合わせ先
生活安全課
☎（40）5555

年
末
年
始
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

Shimotsuke
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◆
納
税
は
社
会
の
基
本
的
ル
ー
ル
で
す

　

市
税
等
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ま
が
決
め

ら
れ
た
期
限
ま
で
に
自
主
的
に
納
め
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
多
く
の
方
に
は
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
様
々
な
理
由
に
よ
り
滞
納
し

て
い
る
方
が
い
ま
す
。

11
月
〜
12
月
は

市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間

で
す

公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い

て
、
確
定
申
告
が
不
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
！

　

平
成
23
年
分
以
降
の
各
年
分
に
お
い

て
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年

金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の

提
出
は
不
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・ 

前
記
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
場
合
は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
医
療
費
控
除
や
生
命
保
険

料
控
除
等
は
、
申
告
を
し
な
い
と
適
用
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・ 

前
記
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、

上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
繰
越
控

除
な
ど
、
確
定
申
告
書
の
提
出
が
控
除
適

用
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
控
除
を
受
け
る

場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

・ 

前
記
の
条
件
に
該
当
し
、
確
定
申
告

は
不
要
で
あ
っ
て
も
、
市
・
県
民
税
に
つ

い
て
の
申
告
は
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
医
療
費
控
除
や
生
命
保

険
料
控
除
等
が
あ
る
場
合
に
は
、
申
告
を

し
な
い
と
、
市
・
県
民
税
で
こ
れ
ら
の
控

除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ
る

　

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図
る
た

め
、
11
〜
12
月
を
「
市
町
村
税
徴
収
強
化

月
間
２
０
１
４
冬
」
と
し
て
、
栃
木
県
と

の
協
働
に
よ
り
、
県
内
一
斉
に
徴
収
の
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

滞
納
の
解
消
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、

積
極
的
に
給
与･

預
貯
金･

生
命
保
険･

不

動
産
等
の
財
産
調
査
と
差
押
え
を
実
施
し

ま
す
。
納
期
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

場
合
は
、
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏
れ
、

計
算
誤
り
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
、

復
興
特
別
所
得
税
（
原
則
と
し
て
各
年
分

の
所
得
税
額
の
2
・
1
％
）
を
所
得
税
と

併
せ
て
申
告
・
納
付
を
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
の
提
出
の
前
に
、
今
一
度
、

確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
メ
ー
ル
会
員
募
集
中
!!

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
た
方
に
は
、

確
定
申
告
で
ス
ム
ー
ズ
に
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を

利
用
す
る
た
め
の
最
新
情
報
を
配
信
し
ま

す
。

　
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
れ
ば
、
確
定
申

告
会
場
に
行
く
必
要
が
な
く
、
自
宅
な
ど

か
ら
申
告
書
の
提
出
（
送
信
）
が
で
き
る

の
で
と
て
も
便
利
で
す
。

　

登
録
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
11
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
栃
木
税
務
署
個
人
課

税
部
門
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

　

☎
０
２
８
２（
22
）０
８
８
５

（
自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
）

税のお知らせ

■問い合わせ先
　税務課　☎（40）5554

税のお知らせ

Shimotsuke
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e‒Tax メール会員 募集中

「確定申告用の『障害者控除対象者認定書』『おむつに係る費用の医療
費控除証明書』のお知らせ」は33ページに掲載しています。

事情がある場合は相談を

　災害、盗難、事業の廃止、病
気等、やむを得ない事情により、
一時的に納付が困難な場合は相
談してください。状況をお聞き
したうえで徴収の猶予ができる
場合があります。滞納になる前
に税務課に納税相談をしてくだ
さい。
■問い合わせ先
　税務課　☎（40）5554

納税は便利で確実な口座振替またはコンビニで

　「通知を見落とした…」「納付書をしまい忘れた…」等、つい、うっ
かりで納付を忘れてしまわないように、便利で確実な口座振替を
お勧めします。また「銀行や市役所が開いている時間に納付に行
けない…」等、忙しい方は、コンビニエンスストアで納付できます。
（バーコード付き納付書による納付で納期限内に限ります。）
■問い合わせ先　税務課　☎（40）5554

■問い合わせ先
　栃木税務署　個人課税部門
　☎0282（22）0885（自動音声案内「2」を選択してください）

●  平成26年分確定申告に係る情報は、平成27年3月6日までに登録された方へ配信します。
●  登録いただいたメールアドレスは、当該メール配信及びアンケート集約以外の目的で使用することはあり
ません。

●  迷惑メール対策などでドメイン指定受信を設定されている方は、「kat.nta.go.jp」を受信できるよう設定し
てください。

●  携帯電話から直接e-Taxによる申告の送信はできないため、申告の際にはパソコンをご利用ください。
※ご不明な点がありましたら、栃木税務署（個人課税部門）までお問い合わせください。

（注） メールアドレスを直接入力して登録する場合は、件名及び本文
は何も入力しないでください。また、携帯電話から登録する場合
は、右のＱＲコードからの登録が便利です。

　　（一部の携帯電話には対応しない場合があります。）

ここから登録！

パソコン・携帯電話から以下のアドレスに空メールを送信するだけ

e-taxinfo@kat.nta.go.jp

e‒Tax
メール会員 募集中

メールアドレスを登録した方には、確定申告でスムーズに
e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用するための最新情報を配信！

e-Taxを利用すれば、確定申告会場に行く必要がなく、
自宅などから申告書の提出（送信）ができるのでとっても便利！

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.12
11



「
平
成
27
年
分
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の

扶
養
親
族
等
申
告
書
」の
提
出
に
つ
い
て

○
老
齢
年
金
（
※
）
に
は
、
所
得
税
法
に

よ
り
、「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得
税
お
よ

び
復
興
特
別
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
に
は
税

金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
老
齢
年
金
と
は
、
老
齢
ま
た
は
退
職
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
い
い
ま
す
。

○
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
る
方
は
、「
扶

養
親
族
等
申
告
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

○
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
る
方
は
、
次

の
金
額
の
老
齢
年
金
を
受
け
取
ら
れ
た
方

で
す
。

　

1
．
65
歳
未
満
の
方
は

１
０
８
万
円
以
上　
　

　

2
．
65
歳
以
上
の
方
は

１
５
８
万
円
以
上　
　

国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内
を

民
間
委
託
し
て
い
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
め
忘
れ
の
方
に
対
し
て
、
電
話
・

文
書
・
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内

や
免
除
等
の
申
請
手
続
き
の
ご
案
内
を
民

間
事
業
者
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

《
平
成
26
年
10
月
か
ら
ご
案
内
さ
せ
て
い

た
だ
く
民
間
事
業
者
》

 

（
栃
木
年
金
事
務
所
管
内
）

○
事
業
者
名

　

日
立
ト
リ
プ
ル
ウ
ィ
ン
㈱

○
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
１
２
０
（
２
１
１
）
２
３
１

※
そ
の
他
の
地
域
を
担
当
す
る
民
間
事
業

者
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
を
提
出
さ
れ

な
い
場
合
は
、
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
な

い
だ
け
で
な
く
、
源
泉
徴
収
税
率
も
異
な

り
ま
す
。

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」の
送
付
に
つ
い
て

　

日
本
年
金
機
構
は
、
毎
年
、
所
得
税
の

課
税
対
象
と
な
る
方
に
、「
扶
養
親
族
等

申
告
書
（
は
が
き
形
式
）」
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
分
は
、
10
月
22
日
よ
り
順
次

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

提
出
期
限
を
過
ぎ
て
申
告
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
い
た
場
合
で
も
遡
っ
て
源
泉
徴

収
税
額
を
再
度
計
算
し
ま
す
が
、
早
め
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
を
棄
損
ま
た

は
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

封
筒
に
入
れ
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
先

　

〒
１
１
９

－

０
２
２
０

　

東
京
都
杉
並
区

　

高
井
戸
西
3
丁
目
5
番
24
号

　

日
本
年
金
機
構　

宛

※
市
役
所
で
は
お
預
か
り
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
にご注

意　

①
民
間
事
業
者
は
、
日
本
年
金
機
構
が

発
行
し
た
納
付
書
に
よ
り
最
寄
り
の
金

融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

お
支
払
い
た
だ
く
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

※
銀
行
口
座
を
指
定
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
に
よ
り
振
込
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

②
民
間
事
業
者
が
戸
別
訪
問
し
て
保
険

料
を
お
預
か
り
す
る
場
合
、
顔
写
真
入

り
の
納
付
督
励
員
証
明
書
（
身
分
証
）

を
提
示
し
、
日
本
年
金
機
構
が
発
行
す

る
納
付
書
を
お
持
ち
の
方
に
限
り
、
保

険
料
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
か
ら
保

険
料
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

国民年金だより

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.12
12



自治医科大学附属病院　連携協働コラム

理
学
療
法
士
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　

私
は
、
自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
で
理

学
療
法
士
と
し
て
働
き
３
年
目
に
な
り
ま

す
。

　

ま
ず
、
理
学
療
法
士
の
名
前
は
知
っ
て

い
て
も
ど
ん
な
職
種
な
の
だ
ろ
う
？
と
疑

問
を
持
た
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

理
学
療
法
士
は
国
家
資
格
で
、
医
師
の

指
示
の
も
と
、
患
者
様
の
疾
患
・
傷
害
に

よ
る
機
能
障
が
い
や
能
力
低
下
に
対
し
て
、

主
に
運
動
療
法
を
実
施
し
、
関
節
の
動

き
・
筋
力
・
協
調
性
な
ど
身
体
機
能
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
状
況
に

合
わ
せ
て
、
車
椅
子
や
杖
な
ど
歩
行
補
助

具
、
義
肢
装
具
、
福
祉
関
連
用
具
を
検
討

し
、
早
期
の
日
常
生
活
獲
得
と
社
会
復
帰

等
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
職
業
で
す
。

　

同
じ
「
歩
け
な
い
」
で
も
、
疾
患
が
異

な
れ
ば
原
因
や
治
療
が
異
な
り
ま
す
。
関

節
が
固
ま
っ
て
し
ま
い
動
か
せ
な
か
っ
た

り
、
脳
や
脊
髄
な
ど
の
障
が
い
で
麻
痺
や

感
覚
の
障
が
い
に
よ
っ
て
動
か
な
か
っ
た

り
、
怪
我
で
う
ま
く
動
か
し
に
く
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
り
…
。
疾
患
・
障
が
い
を
持

た
れ
た
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
、
呼
吸

の
仕
方
、
姿
勢
の
取
り
方
、
動
か
し
方
や

誘
導
方
法
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
か
ら

選
択
を
し
て
運
動
療
法
を
し
て
い
き
、
姿

勢
か
ら
運
動
、
そ
し
て
生
活
へ
と
結
び
つ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
能
力
の
差
が

開
い
て
し
ま
い
、
看
護
師
か
ら
「
リ
ハ
ビ

リ
だ
と
こ
ん
な
に
動
け
る
ん
で
す
ね
」
と

い
っ
た
声
や
ご
家
族
か
ら
「
家
で
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
？
」
と
聞
か
れ

た
り
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
…
。
病
棟
で

の
運
動
方
法
や
介
助
方
法
、
ご
自
宅
を
想

定
し
た
環
境
調
節
や
介
助
方
法
を
ご
家
族

に
お
伝
え
す
る
こ
と
も
仕
事
の
ひ
と
つ
で

す
。
日
に
日
に
変
化
す
る
状
態
を
確
認
し

な
が
ら
運
動
療
法
を
検
討
し
情
報
を
共
有

し
て
い
く
こ
と
は
、
重
要
だ
と
実
感
し
な

が
ら
理
学
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。

け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

当
院
で
の
理
学
療
法

　

当
院
で
は
、
脳
血
管
疾
患
・
整
形
外
科

疾
患
・
呼
吸
器
疾
患
・
心
大
血
管
疾
患
・

が
ん
に
対
す
る
入
院
・
外
来
紹
介
の
患
者

の
理
学
療
法
を
チ
ー
ム
担
当
制
で
行
っ
て

お
り
、
主
に
入
院
の
急
性
期
の
患
者
様
が

中
心
で
す
。

　

私
は
現
在
、
主
に
小
児
外
来
・
が
ん
・

整
形
外
科
チ
ー
ム
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
整
形
外
科
チ
ー
ム
を
例
に
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

整
形
外
科
の
患
者
様
で
は
、
早
く
て
術

後
翌
日
か
ら
理
学
療
法
を
開
始
し
ま
す
。

急
性
期
で
あ
り
、
リ
ス
ク
管
理
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
医
師
の
指
示
は
ど
う
か
、
Ｃ

Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像
は
ど
う
か
、
血

液
デ
ー
タ
上
問
題
な
い
か
、
食
事
と
栄
養

状
態
は
問
題
な
い
か
、
な
ど
チ
ー
ム
医
療

と
呼
ば
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
を
行
い
な

が
ら
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
理
学
療

法
を
開
始
し
て
か
ら
は
、
回
復
が
早
い
た

め
昨
日
行
っ
て
い
た
運
動
が
翌
日
に
は
不

十
分
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
チ
ー
ム
で
相
談
し
な
が

ら
運
動
や
負
荷
を
変
え
、
理
学
療
法
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
棟
と
リ
ハ
ビ

こ
れ
か
ら
の
理
学
療
法

　

平
成
26
年
度
診
療
報
酬
改
定
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
理
学
療
法
士
を
は

じ
め
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門

職
の
急
性
期
病
棟
配
置
な
ど
、
新
た
な
取

り
組
み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
理
学

療
法
士
が
医
療
の
予
防
の
場
面
か
ら
介
護

の
面
ま
で
幅
広
い
分
野
で
活
動
す
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
常
に
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
学
習
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
な
面
が
多
い
で
す
が
、
患
者
様
や
ご
家

族
の
視
点
を
忘
れ
ず
地
域
の
み
な
さ
ま
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

立
つ
、
歩
く
、
生
活
す
る

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

理
学
療
法
士　

臼う
す

井い　

麻ま

納な

美み

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
て
い
る
、
グ
リ
ム
の
森
の
冬
の
名
物
イ
ベ
ン
ト
は
？

①
餅
つ
き　

②
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン　

③
凧
上
げ

問
1

Shimotsuke
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相　
　
　
　
　

談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る

現
代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の

健
康
」
が
大
き
な
社
会
問
題
と

し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に

も
相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い

を
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応

す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
す
る
こ

と
で
、
今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で

も
軽
く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

２
月
17
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所　

き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

相
談
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

お　

知　

ら　

せ

フ
ッ
素
塗
布
と
歯
の

健
康
相
談
事
業
を
行

い
ま
し
た

　

10
月
19
日
、
き
ら
ら
館
に
お

い
て
、
フ
ッ
素
塗
布
と
歯
の
健

康
相
談
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
５
３
８
人
が
フ
ッ

素
塗
布
の
ほ
か
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
指
導
や
歯
科
相
談
、
お
や
つ

や
食
生
活
に
つ
い
て
の
啓
発
活

動
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
フ
ッ
素
塗
布
は
、
２

月
15
日
㈰
で
す
。

　

対
象
は
年
中
児
か
ら
小
学
2

年
生
ま
で
で
、
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
相
談
を
、

心
理
士
・
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
・
保
育
士
が
お
受
け
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

■
日
程　

12
月
15
日
㈪
・
1
月

7
日
㈬
・
2
月
4
日
㈬
・
3
月

4
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
つ
く
し
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

■
日
程　

12
月
16
日
㈫

※
偶
数
月
に
実
施
予
定
。

　

午
前
９
時
〜
11
時

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ゆ
り
か
ご
（
あ
お
ば
保
育

園
内
）

※
「
ゆ
り
か
ご
」
を
初
め
て
利

用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
防
犯
対

策
の
た
め
に
入
館
者
登
録
（
名

札
代
）
３
１
０
円
が
か
か
り
ま

す
。

※
相
談
当
日
は
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
巡
回
相
談
日
以
外
で
も

随
時
保
育
士
が
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

予　

防　

接　

種

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種

は
お
済
み
で
す
か
？

　

次
の
予
防
接
種
の
回
数
が
完

了
し
て
い
な
い
方
は
、
冬
休
み

な
ど
を
利
用
し
て
、
新
学
期
ま

で
に
（
３
月
31
日
ま
で
に
）
不

足
分
の
予
防
接
種
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

　

Ｍ
Ｒ
２
期
は
１
０
，
７
７
８

円
、
二
種
混
合
は
４
，
８
３
８

円
を
市
が
負
担
し
て
い
る
の
で

無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

　

４
月
１
日
以
降
は
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

■
年
長
児

○
Ｍ
Ｒ
２
期　

１
回
接
種

○
三
種
混
合　

計
４
回
接
種

○
ポ
リ
オ

・ 

生
の
場
合　

計
２
回

・  

不
活
化
と
生
を
併
用
の
場
合

　

計
４
回

・ 

不
活
化
の
場
合　

計
４
回

○
日
本
脳
炎　

計
３
回

■
小
学
６
年
生

○
二
種
混
合　

１
回

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation
ヘルスインフォメーション

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
②
】　

１
月
３
日
㈯
ま
で
の
毎
日
、
午
後
５
時
〜
９
時
ま
で
点
灯
し
て
い
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Shimotsuke
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教　
　
　
　
　

室

し
も
つ
け
減
塩
部

（
高
血
圧
予
防
教
室
）

〜
き
ら
ら
館
コ
ー
ス
〜

　

高
血
圧
予
防
の
た
め
に
、
尿

検
査
か
ら
自
分
の
１
日
の
食
塩

摂
取
量
を
知
り
、
教
室
を
通
し

て
減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者

　

74
歳
以
下
の
市
民
で
①
・
②

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
血
圧
が
要
指
導
・
要
医
療
の

方
で
内
服
治
療
し
て
い
な
い
方

②
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
が
要
指
導
の

方■
会
場　

き
ら
ら
館

■
定
員　

30
名

■
日
程
・
内
容
（
全
４
回
）

①
１
月
21
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

・ 

高
血
圧
予
防
の
た
め
に
（
保

健
師
）

・ 

減
塩
生
活
は
じ
め
ま
せ
ん
か

（
管
理
栄
養
士
）

※
尿
検
査
回
収
①

②
２
月
13
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

・ 

尿
検
査
①
の
結
果
に
つ
い
て

・ 

健
康
ク
イ
ズ

は
つ
ら
つ
サ
ロ
ン

〜
ゆ
う
ゆ
う
館
コ
ー
ス
〜

　

県
民
健
康
・
栄
養
調
査
結
果

に
よ
る
と
栃
木
県
民
で
運
動
習

慣
の
あ
る
人
（
週
2
日
以
上
、

1
回
30
分
、
1
年
以
上
継
続
し

て
い
る
人
）
の
割
合
は
、
男
女

と
も
20
％
程
度
で
、
全
国
平
均

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
効
果
は
、

身
体
を
動
か
す
（
運
動
の
）
強

さ
と
時
間
に
し
た
が
っ
て
上
昇

す
る
と
い
わ
れ
、
適
度
な
運
動

は
、
食
生
活
と
並
ん
で
健
康
づ

く
り
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
」
を
目
標
に
、
積
極
的
に
運

動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
対
象
者

　

下
野
市
民
で
健
康
診
断
を
受

診
し
た
方
で

・ 

64
歳
以
下
の
方

・ 

血
液
検
査
で
要
指
導
の
項
目

が
あ
り
運
動
が
必
要
な
方

■
内
容

　

自
宅
で
も
続
け
ら
れ
る
運
動

の
紹
介
と
実
践
（
ス
ト
レ
ッ
チ

や
有
酸
素
運
動
等
）

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

大
ホ
ー
ル

・ 

調
理
実
習

　
（
塩
分
控
え
め
の
料
理
）

③
３
月
６
日
㈮

　

午
前
８
時
45
分
〜
９
時
45
分

　

※
尿
検
査
回
収
②

④
３
月
25
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

・ 

尿
検
査
②
の
結
果
に
つ
い
て

・ 

ま
と
め
〜
自
分
の
１
日
の
塩

分
摂
取
量
は
ど
う
変
わ
っ
た
？

■
申
込
締
切　

１
月
８
日
㈭

※
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、

事
前
に
尿
検
査
の
容
器
と
ご
案

内
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

■
日
程
（
全
４
回
）

①
1
月
26
日
㈪

②
2
月
9
日
㈪

③
2
月
23
日
㈪

④
3
月
9
日
㈪

　

午
前
10
時
15
分
〜
午
後
０
時

15
分

■
持
ち
物

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
（
水
か
お

茶
）、
運
動
可
能
な
服
装
、
室

内
用
運
動
靴

■
費
用　

無
料

■
定
員

　

30
名
程
度
（
申
し
込
み
人
数

が
多
数
の
場
合
は
、
初
め
て
参

加
さ
れ
る
方
を
優
先
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。）

■
申
込
締
切

　

１
月
19
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
う
ち
の
み
そ
汁

計
っ
て
み
そ
！

　　

味
噌
汁
や
漬
物
を
多
く
と
っ

て
い
る
と
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
ず
１
ｇ
 の
減
塩
を
目
指
し

て
、
ご
家
庭
の
味
噌
汁
に
ど
れ

く
ら
い
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る

か
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
会
場

・ 

12
月
9
日
㈫

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

小
ホ
ー
ル

・ 

1
月
30
日
㈮

　

き
ら
ら
館　

研
修
室

受
付
：
午
前
9
時
30
分
〜
10
時

30
分

■
定
員　

10
名
（
先
着
順
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物

　

味
噌
汁
ま
た
は
ス
ー
プ

（
１
０
０
㏄
以
上
を
タ
ッ
パ
ー

や
袋
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ

い
）

※
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
小
さ

じ
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

今
年
の
グ
リ
ム
の
森
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
使
用
さ
れ
て
い
る
電
球
の
数
は
？

①
15
万
個　

②
20
万
個　

③
25
万
個

問
２

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.12
15



ス
マ
ー
ト
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室

　

気
に
は
し
て
る
け
ど
、「
自

分
は
ま
だ
大
丈
夫
」
と
目
を
背

け
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

健
診
結
果
が
ち
ょ
っ
と
高
め

か
な
と
思
っ
た
ら
要
注
意
！

　

ま
ず
は
自
分
の
体
を
知
り
、

無
理
の
な
い
運
動
と
食
生
活
の

改
善
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

12
月
19
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
2
時
30
分

（
開
始
20
分
前
か
ら
受
付
）

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

　

下
野
市
民
で
健
診
を
受
診
し

た
74
歳
以
下
の
方
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上
（
肥
満
）

の
方

②
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
気
に
な
る
方

■
内
容

・ 

打
倒
メ
タ
ボ
！
メ
タ
ボ
に
つ

い
て
学
ぼ
う

・ 

自
分
の
食
生
活
、
何
が
問

題
？

・ 

室
内
で
で
き
る
楽
々
運
動
の

実
践

■
会
場

　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
対
象
者

　

平
成
26
年
6
月
・
7
月
生
ま

れ
の
、
生
後
6
〜
7
か
月
児
を

持
つ
保
護
者

■
持
ち
物　

特
に
あ
り
ま
せ
ん

■
定
員　

約
20
名

■
内
容

・ 

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
自
分
・
家
族
の
食
事

チ
ェ
ッ
ク

・ 

野
菜
料
理
の
試
食
（
調
理
は

し
ま
せ
ん
）

・ 

大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ

の
取
り
分
け
の
工
夫

■
申
込
締
切

　

1
月
21
日
㈬

　

電
話
ま
た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

・ 

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
の
試
食

■
持
ち
物

 

健
診
結
果
、
筆
記
用
具
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物
（
水
か
お
茶
）

※
運
動
可
能
な
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い

■
定
員　

約
20
名

■
費
用　

無
料

■
申
込
締
切

　

12
月
12
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト

教
室

　

育
児
や
家
事
に
忙
し
い
毎
日
、

ど
う
し
て
も
食
生
活
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
が
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
を
使
っ
て
簡
単
に
食
事
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
離
乳
食
に
つ
い

て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

１
月
28
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
・

パ
パ
教
室（
両
親
学
級
）

　

出
産
を
控
え
た
マ
マ
や
パ
パ

の
た
め
に
、
安
心
し
て
出
産
が

迎
え
ら
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生

活
が
楽
し
く
送
れ
る
よ
う
に
、

３
回
を
１
コ
ー
ス
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ご
夫
婦
で
も
マ
マ
だ
け
で
の

参
加
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

レ
ッ
ス
ン
１

■
日
時

　

１
月
21
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
（
開

始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

　

骨
盤
体
操
、
妊
娠
中
の
生
活
・

食
事
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
2

■
日
時

　

２
月
18
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
（
開

始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

　

お
産
の
経
過
・
安
産
の
コ
ツ
、

パ
パ
の
妊
婦
体
験
な
ど

レ
ッ
ス
ン
3

■
日
時

　

３
月
11
日
㈬

　
（
Ａ
Ｍ
コ
ー
ス
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

　
（
Ｐ
Ｍ
コ
ー
ス
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

　

沐
浴
実
習
・
産
後
の
マ
マ
の

心
と
身
体
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
1
〜
3
共
通

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象
者

　

出
産
予
定
日
が
平
成
27
年
4

月
〜
6
月
の
方

■
持
ち
物

　

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・

水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み
物

■
定
員

　

レ
ッ
ス
ン
1
・
2
各
25
組
、

レ
ッ
ス
ン
3
午
前
・
午
後
各
16

組■
申
込
締
切

　

各
レ
ッ
ス
ン
の
1
週
間
前
ま

で
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】　

毎
年
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
よ
る
手
作
り
で
設
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

Shimotsuke
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平成26年度下野市ごみ減量化ポスターコンテスト入賞者が決定！

　ごみ減量化と環境への負担が少ない地域づくりを目指すため、夏休みの市内小中学生を対象にごみの減量化
「マイバッグ」をテーマとしたポスターを募集したところ、小学校低学年の部120点、同高学年の部226点、中
学校の部41点の応募をいただきました。
　厳正な審査の結果、次の作品が入賞となりました。入賞作品は市ホームページでご覧いただけます。

■ポスターコンテスト入賞者（敬称略）
小学校低学年の部 小学校高学年の部 中学校の部

学年 氏名 学校名 学年 氏名 学校名 学年 氏名 学校名
最優秀賞 3 伊澤　心 吉田西 6 稲葉　万実加 国分寺 2 一場　優那 石橋
優秀賞 3 近藤　志音 国分寺西 6 佐山　美穂 石橋 2 田中　みなみ 石橋
優秀賞 2 篠崎　心 国分寺西 4 髙梨　薫 薬師寺 1 永井　紗希 南河内二
佳作 3 平柳　美姫 国分寺 6 川端　真由 石橋 3 猪瀬　楓 南河内
佳作 3 白戸　大地 国分寺東 6 小嶋　優希 国分寺 2 桜井　愛菜 石橋
佳作 3 松下　祥太 吉田西 5 神谷　春陽 国分寺 2 星野　妃美 国分寺
佳作 2 鈴木　駿平 国分寺 5 貫井　大弥 国分寺 2 大木　めぐみ 南河内二
佳作 1 菅原　彩夏 薬師寺 4 吉田　雅 国分寺東 1 小島　望空 石橋

小学校高学年の部小学校低学年の部 中学校の部

最　優　秀　賞

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

南
河
内
地
区
一
周
駅
伝
競
走
大
会
で
、
最
も
長
い
第
４
区
間
の
距
離
は
？

①
４
・
４
８
㎞　

②
４
・
６
１
㎞　

③
４
・
９
０
㎞

問
３

Shimotsuke
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し
も
つ
け
環
境
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
し
た

　

11
月
15
日
、
国
分
寺
公
民
館

に
お
い
て
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
働
事
業
「
し
も
つ
け

環
境
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

開
会
行
事
と
し
て
、
し
も
つ

け
環
境
市
民
会
議
の
「
愛
称
」

及
び
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
募
集

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
愛
称
の

部
で
は
「
ゆ
う
が
お
グ
リ
ー

ン
ネ
ッ
ト
（
野
澤
定
雄
さ
ん
）」

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
部
で
は
「
エ

コ
ッ
ピ
（
伊
澤
崇
文
さ
ん
）」

の
作
品
が
最
優
秀
賞
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
の
部
で
は
、「
私

に
も
で
き
る
地
球
に
や
さ
し
い

暮
ら
し
方
〜
１
日
15
分
か
ら
始

め
る
幸
せ
収
納
術
〜
」
と
題
し
、

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
代
表
、

斉
藤
真
弓
氏
に
、
無
理
な
く
快

適
な
生
活
空
間
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
「
整
理
収
納
術
」
に
つ

い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
自
分
の
生
活

空
間
を
見
直
し
、
快
適
に
す
る

こ
と
が
、
ご
み
の
減
量
化
、
資

源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
な
が
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
っ
そ
く
引
き
出
し
の
中
か
ら

整
理
を
始
め
た
い
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
体
験
学
習
ブ
ー

ス
で
の
様
々
な
展
示
で
は
、
参

加
者
の
方
か
ら
「
環
境
に
つ
い

て
学
ぶ
と
て
も
良
い
機
会
に

な
っ
た
。」
と
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
環
境
フ
ェ
ア
は
毎
年
開

催
す
る
予
定
で
す
。

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
は

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
は

出
せ
ま
せ
ん
！

　

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
（
一

般
廃
棄
物
）
に
つ
い
て
は
、
事

業
者
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適

正
に
処
理
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
原
則
で
す
。

　

事
業
者
の
皆
様
に
は
、
次
の

い
ず
れ
か
に
よ
り
処
理
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
業
者
に
委
託
す
る

　

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可

業
者
に
収
集
運
搬
を
委
託
す
る
。

（
収
集
許
可
業
者
に
つ
い
て
は

環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が
許
可

業
者
と
契
約
し
、
排
出
す
る
方

法
で
す
。
排
出
曜
日
・
時
間
、

排
出
場
所
、
排
出
方
法
な
ど
は
、

許
可
業
者
と
相
談
の
う
え
取
り

決
め
て
く
だ
さ
い
。

■
事
業
者
自
ら
処
理
す
る

　

事
業
者
自
ら
市
の
処
理
施
設

等
に
運
ん
で
処
理
す
る
場
合
は
、

分
別
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ポ
イ
捨
て
を

　
　
　

し
な
い
で
！

　

市
で
は
、「
下
野
市
環
境
美

化
条
例
」
に
よ
り
、
空
き
缶
や

タ
バ
コ
等
の
ポ
イ
捨
て
を
禁
止

し
て
い
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
は
不
法
投
棄
で
あ

り
、
犯
罪
で
す
。
ま
た
、
歩
き

タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て

は
、
火
傷
や
火
災
の
原
因
と

な
る
非
常
に
危
険
な
行
為
で
す
。

ご
み
は
責
任
を
持
っ
て
ゴ
ミ
箱

に
捨
て
、
タ
バ
コ
は
指
定
さ
れ

た
場
所
で
吸
い
ま
し
ょ
う
。

　

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。ト

イ
レ
の
汲
み
取
り
・

浄
化
槽
の
清
掃
は
お
早

め
に（
年
末
年
始
）

　

12
月
27
日
か
ら
１
月
４
日
ま

で
、
し
尿
処
理
場
が
閉
場
（
お

休
み
）
の
た
め
、
汲
み
取
り
業

者
に
よ
る
汲
み
取
り
・
清
掃
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

年
内
中
の
汲
み
取
り
・
清
掃

を
お
考
え
の
方
は
お
早
め
に
契

約
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
①
】　

全
７
区
間
の
距
離
を
合
わ
せ
る
と
20
・
８
５
㎞
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
12
月
14
日
に
開
催
し
ま
す
。

足踏み式人力発電体験のようす

講演会のようす

体験学習ブース（展示）のようす マスコットキャラクター「エコッピ」

Shimotsuke
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微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ

Ｍ
２
・
５
）の
注
意
喚
起

に
つ
い
て

　

栃
木
県
で
は
、
県
内
の
Ｐ
Ｍ

２
・
５
濃
度
の
１
日
あ
た
り
の

平
均
値
が
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ

ム
（
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
）

を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合

に
、
注
意
喚
起
情
報
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

■
注
意
喚
起
情
報
が
出
た
ら

・ 

屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い

運
動
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・ 

外
出
を
で
き
る
だ
け
控
え
ま

し
ょ
う
。

・ 

屋
内
に
お
い
て
も
換
気
や
窓

の
開
閉
を
必
要
最
小
限
に
し
ま

し
ょ
う
。

※
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾
患

の
あ
る
方
、
子
供
、
高
齢
の
方

な
ど
は
、
体
調
に
応
じ
て
、
よ

り
慎
重
に
行
動
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

空
き
地
の
雑
草
は

刈
り
取
り
ま
し
ょ
う

　

空
き
地
の
管
理
が
適
正
に
行

わ
れ
て
い
な
い
と
、
次
の
よ
う

な
生
活
環
境
の
悪
化
を
招
き
ま

す
。

　

特
に
、
冬
期
に
は
立
ち
枯
れ

て
枯
れ
草
火
災
の
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
周
辺

住
民
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、

所
有
者
の
方
は
、
定
期
的
に
雑

草
の
除
去
を
す
る
等
適
切
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

①
粗
大
ご
み
な
ど
の
不
法
投
棄

さ
れ
る
場
所
に
な
る
。

②
害
虫
の
発
生
場
所
に
な
る
。

③
交
差
点
な
ど
の
角
地
で
は
見

通
し
が
悪
く
な
り
、
交
通
事
故

に
つ
な
が
る
。

④
雑
草
の
花
粉
に
よ
る
ア
レ
ル

ギ
ー
の
原
因
に
な
る
。

Ｐ
Ｍ
２
・
５
や
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
に
つ
い
て
知

り
た
い

■
栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
と

ち
ぎ
の
青
空
」

　

 http://w
w
w
.pref.

tochigi.lg.jp/d03/
eco/kankyou/hozen/
aozora.htm

l（
パ
ソ
コ
ン
）

■
栃
木
県
防
災
メ
ー
ル
配
信

　

メ
ー
ル
配
信
を
登
録
さ
れ
た

方
に
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注

意
報
ま
た
は
Ｐ
Ｍ
２
・
５
注
意

喚
起
情
報
が
出
さ
れ
る
と
そ
の

情
報
が
自
動
配
信
さ
れ
ま
す
。

　

登
録
す
る
場
合
は
、
左
記
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、

左
記
ア
ド
レ
ス
へ
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
画

面
へ
の
リ
ン
ク
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
付
与

さ
れ
た
メ
ー
ル
が
返
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
画
面
の
指
示
に
従
っ

て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 bousai.tochigiken-
entry@

sg-m
.jp

僕
た
ち
を
放
し
飼
い
に

し
な
い
で
！

■
飼
い
犬
を
放
し
飼
い
に
す
る

と
　

ひ
と
や
物
に
危
害
を
与
え
か

ね
ま
せ
ん
。
犬
に
と
っ
て
も
、

交
通
事
故
に
あ
う
お
そ
れ
が
あ

り
大
変
危
険
で
す
。
必
ず
つ

な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

散
歩
の
時
も
リ
ー
ド
（
引
き
綱
）

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
猫
の
飼
い
主
さ
ん
へ
お
願
い

　

飼
い
猫
の
屋
内
飼
育
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。
ご
近
所
へ
の
ふ

ん
尿
な
ど
の
被
害
防
止
や
、
交

通
事
故
な
ど
の
危
険
か
ら
猫
を

守
る
た
め
に
大
変
有
効
で
す
。

　

ご
近
所
か
ら
あ
な
た
の
犬
・

猫
が
好
か
れ
る
た
め
に
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築
と
ご

み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
ま
す
』『
譲
っ
て
く
だ
さ

い
』
情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
・
シ
ル
バ
ー
カ
ー
・
子

供
用
整
理
箪
笥
・
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
・
寿
司

桶
・
宇
都
宮
東
高
校
体
操
着
（
女
子
上
着
冬

用
Ｍ
サ
イ
ズ
）・
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
・
オ
ム
ツ
カ

バ
ー
（
70
〜
80
㎝
）・
７
段
飾
り
の
お
ひ
な
さ

ま
・
英
語
教
材
（
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
付
き
）・

リ
フ
レ
ス
イ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
ア
（
女
性
用
Ｓ
サ

イ
ズ
）・
リ
フ
レ
ス
イ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
ア
（
女
児

１
４
０
㎝
）・
ド
ッ
グ
ゲ
ー
ジ
・
サ
ッ
カ
ー
ウ
ェ

ア
（
１
３
０
㎝
長
袖
長
ズ
ボ
ン
）・
サ
ッ
カ
ー

ウ
ェ
ア
（
１
３
０
㎝
半
袖
半
ズ
ボ
ン
）

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

・
お
昼
寝
布
団
セ
ッ
ト
（
男
児
）・
愛
泉
幼
稚

園
制
服
（
男
児
）・
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
・
ベ
ビ
ー
バ
ス
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
抱
っ

こ
ひ
も
・
ク
ー
フ
ァ
ン
・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
・

第
二
薬
師
寺
幼
稚
園
制
服
（
ス
カ
ー
ト
１
３
０

〜
１
４
０
㎝
）・
第
二
薬
師
寺
幼
稚
園
冬
用
体

操
着
（
女
児
１
３
０
〜
１
４
０
㎝
）・
国
分
寺

東
小
学
校
体
操
着
・
男
児
洋
服
（
１
２
０
〜

１
３
０
㎝
）・
女
児
洋
服
（
１
１
０
〜
１
２
０

㎝
）・
靴
（
女
児
18
㎝
）・
プ
ー
ル
バ
ッ
グ
（
男

児
用
）・
三
輪
車
・
布
ぞ
う
り
作
成
キ
ッ
ト
・

家
庭
用
ミ
シ
ン
・
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
・

ゆ
り
か
ご
・
自
転
車
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・

子
供
用
ス
ー
ツ
（
男
児
１
２
０
㎝
、
女
児

１
２
０
㎝
）・
靴
（
男
児
20
㎝
、
女
児
20
㎝
）・

ス
ノ
ー
ブ
ー
ツ
（
男
児
20
㎝
）・
ミ
ズ
ノ
製
空

手
防
具
（
拳
サ
ポ
ー
タ
ー
、
メ
ン
ホ
ー
、
胴

プ
ロ
テ
ク
タ
ー
）・
男
児
服
（
80
〜
１
０
０
㎝
）・

自
転
車
・
愛
泉
幼
稚
園
制
服
（
男
児
１
１
０

〜
１
２
０
㎝
）・
愛
泉
幼
稚
園
体
操
着
（
男
児

１
１
０
〜
１
２
０
㎝
）・
女
児
服
（
１
０
０
㎝
）・

石
橋
幼
稚
園
制
服
一
式
・
男
児
服
（
90
㎝
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
か
ら
富
士
山
は
見
え
る
。
○
か
×
か
。

問
４

ペットは自分の名前が
言えません

　栃木県では毎年多くの迷い
犬が、飼い主が分からないた
めに処分されています。
　首輪等に飼い主が分かる情
報をつけましょう。
　また、マイクロチップなら
ば一度体内に埋め込むと、一
生交換の必要がありません。
保護された時に、飼い主を判
明することができます。費用
や施術等、お
近くの動物病
院にご相談く
ださい。

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.12
19



夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

未
就
園
児
親
子
体
操
教
室

３
rd
シ
リ
ー
ズ
参
加
者
募
集

　

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
我
が

子
の
心
と
体
の
成
長
を
実
感
し

ま
せ
ん
か
。
運
動
、
遊
び
、
親

子
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
お
子

さ
ん
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

保
護
者
同
士
で
の
子
育
て
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
や
、
講
師

の
養
育
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
人

気
で
す
。

■
日
時

　

１
月
26
日
、
２
月
２
・
９
・

16
・
23
日
、
３
月
２
・
９
・
16

日
（
月
曜
日　

全
８
回
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

竹
の
子
ク
ラ
ブ（
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
）の
小
学
生
が
県

大
会
で
活
躍

　

９
月
21
日
に
日
光
市
で
開
催

さ
れ
た
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
県
予
選
会
で
、
竹

の
子
ク
ラ
ブ
の
３
名
が
上
位
入

賞
し
、
栃
木
県
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜

メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

■
大
会
結
果
（
敬
称
略
）

準
優
勝

　

嶋
田
和
也
（
薬
師
寺
小
５
年
）

　

小
野
崎
夢
真（
一
本
松
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

第
３
位

　

木
島
凛
翔
（
薬
師
寺
小
４
年
）

　

須
藤
漱
太
（
吉
田
西
小
４
年
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

竹
の
子
ク
ラ
ブ　

代
表　

中
西

　
☎
０
９
０（
９
１
５
５
）５
２
１
２

※
随
時
会
員
募
集
中

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館

■
対
象
・
定
員

　

開
催
中
に
２
歳
に
な
る
幼
児

〜
未
就
園
児
20
組
程
度
（
先
着

順
）

■
参
加
費
（
８
回
分
）

　

会　

員　

３
，
６
０
０
円

　

会
員
外　

４
，
０
０
０
円

　

幼
児
の
み
保
険
加
入

■
受
付
期
間

　

12
月
９
日
㈫
〜

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

各
教
室
の
追
加
募
集

　

次
の
教
室
の
参
加
者
を
若
干

名
募
集
し
ま
す
。

　

開
催
曜
日
／
時
間
／
参
加
費

（
会
員
）」
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
規
入
会
に
は
別
途

年
会
費
と
保
険
料
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
会
員
外
で
参
加
す
る
場

合
は
参
加
費
が
変
わ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
小
学
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

ジ
ュ
ニ
ア
期
の
体
力
作
り
に

サ
ッ
カ
ー
は
最
適
で
す
。

・ 

土
曜
日
／
次
の
と
お
り
／
月

１
，
５
０
０
円

①
低
学
年（
３
年
生
以
下
）コ
ー

ス　

午
後
５
時
〜
７
時

②
高
学
年（
４
年
生
以
上
）コ
ー

ス　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

分■
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

幼
児
期
の
団
体
ス
ポ
ー
ツ
体

験
は
先
々
有
効
で
す
。

・ 

土
曜
日
／
午
前
８
時
30
分
〜

10
時
／
月
１
，
５
０
０
円

■
女
子
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
希
望
の
マ
マ
さ

ん
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

・ 

月
曜
日
／
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
／
月
１
，
５
０
０
円

■
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　

ス
ト
レ
ッ
チ
を
織
り
交
ぜ
て

爽
快
に
な
る
60
分
で
す
。

・ 

月
２
回
月
曜
日
／
午
後
７
時

30
分
〜
８
時
30
分
／
回
５
０
０

円■
気
功
＆
太
極
拳
教
室

　

ゆ
っ
く
り
し
た
動
作
に
秘
め

た
体
の
バ
ラ
ン
ス
作
り
で
す
。

・ 

月
２
回
火
曜
日
／
午
後
２
時

〜
３
時
30
分
／
回
５
０
０
円

■
Jr
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

県
大
会
出
場
経
験
が
あ
り
ま

す
。

・ 

土
・
日
曜
日
／
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分
／
月
２
，

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
海
洋
セ
ン
タ
ー
内

ク
ラ
ブ
事
務
局
窓
口
で
申
込

書
に
記
入
の
う
え
参
加
費
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

担
当
：
近
藤

　

☎（
44
）０
８
４
９

※
火
・
水
・
木
曜
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

Let’s SPORTSLet’s SPORTS

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
○
】　

よ
く
晴
れ
た
冬
の
日
に
は
、
南
方
に
富
士
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Shimotsuke
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The スポ推
スポーツ推進委員会だより No.2

■問い合わせ先　スポーツ推進委員会事務局
　（スポーツ振興課）　☎５２－１１２４

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
活
動
報
告

　

今
回
は
下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
市

民
の
皆
様
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
と
、
市
民
総
ス
ポ
ー
ツ
・

ひ
と
り
１
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を

目
標
に
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
取
り
上
げ
た
ス
ポ
ー

ツ
以
外
に
も
、
親
子
体
操
教
室

や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
年
間
を

通
し
て
様
々
な
事
業
の
企
画
・

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

象
と
し
た
体
験
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

最
初
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

段
々
と
夢
中
に
な
っ
て
い
く
先

生
た
ち
の
姿
を
見
て
、
こ
の
ス

ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
可
能
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
私
た
ち
と
一
緒

に
、
下
野
市
の
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
盛
り
あ
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

市
民
体
育
祭
テ
ィ
ー

ボ
ー
ル
大
会
で
の
活
動

　

６
月
８
日
、市
内
３
会
場
（
国

分
寺
運
動
公
園
・
大
松
山
運
動

公
園
・
別
処
山
公
園
）
を
舞
台

に
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

夏
を
思
わ
せ
る
強
い
日
差
し

の
中
、
私
た
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進

　

今
後
も
老
若
男
女
問
わ
ず
、

楽
し
く
体
を
動
か
せ
る
大
会
や

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

サ
ン
デ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す

　

今
年
度
は
南
河
内
地
区
、
国

分
寺
地
区
、
石
橋
地
区
の
順
番

で
、
地
区
を
変
え
て
開
催
し
て

い
ま
す
。
会
場
で
は
準
備
体
操

か
ら
練
習
、
試
合
の
審
判
な
ど

幅
広
い
役
割
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

新
任
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
も
、

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
経
験

を
積
み
、
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
の
た
め
に
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
小
学
校
の
先
生
を
対

委
員
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
や

審
判
と
し
て
運
営
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

下
野
市
民
体
育
祭
の
一
環
と

し
て
の
開
催
で
あ
る
た
め
、
自

治
会
の
み
な
さ
ん
も
真
剣
に
試

合
に
臨
ま
れ
て
い
て
、
私
た
ち

も
緊
張
感
を
も
っ
て
取
り
組
み

ま
し
た
。

市
民
体
育
祭
運
動
会
、
南

河
内
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
活
動

　

10
月
12
日
、
国
分
寺
地
区
と

石
橋
地
区
で
は
市
民
体
育
祭
運

動
会
、
南
河
内
地
区
で
は
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

は
、
事
前
の
準
備
や
招
集
な
ど
、

主
に
裏
方
と
し
て
大
会
の
円
滑

な
進
行
の
た
め
に
活
動
し
ま
し

た
。

　

３
地
区
に
分
か
れ
て
の
開
催

で
、
実
施
内
容
も
異
な
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
の
大
会
も
明
る
い

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
あ
ま
り
さ

れ
な
い
方
も
、
こ
の
よ
う
な
機

会
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

０
０
０
円

■
Jr
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

基
礎
か
ら
し
っ
か
り
指
導
し

て
い
ま
す
。

・ 

木
曜
日
／
午
後
７
時
〜
９
時

／
月
１
，
５
０
０
円

■
Jr
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
教

室
　

体
力
・
瞬
発
力
・
思
考
力
を

鍛
え
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

・ 

月
２
回
水
曜
日
／
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分
／
月
７
０
０

円■
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
教
室

　

プ
ロ
の
講
師
が
楽
し
く
指
導

し
て
い
ま
す
。

・ 

月
２
回
土
曜
日
／
午
後
５

時
５
分
〜
６
時
５
分
／
月
１
，

０
０
０
円

■
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
教
室

　

シ
ニ
ア
の
体
力
で
考
え
な
が

ら
行
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

・ 

月
１
回
金
曜
日
／
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
／
回
１
０
０

円

Let’s SPORTS

キンボール体験会の様子

ティーボール大会運営の様子

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

市
内
の
温
浴
施
設
で
、
露
天
風
呂
が
あ
る
の
は
ふ
れ
あ
い
館
だ
け
で
あ
る
。
○
か
×
か
。

問
５

Shimotsuke
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10
月
21
日
、
石
橋
公
民
館
に

お
い
て
、
第
９
回
下
野
市
理
科

研
究
展
覧
会
の
審
査
会
が
、
各

校
の
理
科
担
当
の
先
生
方
を
審

査
員
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
各
校
の
校
内
審

査
を
経
て
１
３
３
作
品
の
出
品

が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
58
作
品
が
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
優
秀
賞
の
作
品
は

10
月
25
日
・
26
日
に
開
催
さ
れ

た
「
し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化

祭
２
０
１
４
」
に
て
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

優
秀
賞
（
地
区
推
薦
）
に
選

ば
れ
た
国
分
寺
西
小
学
校
六
年

の
近
藤
瑛
爽
さ
ん
の
「
あ
ま
が

え
る
の
色
の
研
究
」
は
、
６

　

大
塚　

勝
平（
石
橋
小
）※

　

鈴
木　

知
隼（
古
山
小
）※

　

髙
岩　

琥
太
郎（
細
谷
小
）※

○
小
学
４
年
生　

　

上
野　

花
菜（
薬
師
寺
小
）※

　

髙
橋　

歓
多
・
髙
橋　

大
空

（
薬
師
寺
小
）※

　

竹
島　

花
音（
祇
園
小
）

　

細
田　

真
矢（
祇
園
小
）

　

小
飼　

紗
貴
子（
緑
小
）

　

長
谷
川　

空（
古
山
小
）※

○
小
学
５
年
生

　

山
本　

雅（
吉
田
西
小
）※
※

　

岡
川　

恵
子（
祇
園
小
）※

　

飯
塚　

恵（
緑
小
）※

　

三
輪　

尋
希（
緑
小
）

　

小
木
曽　

大
志（
石
橋
北
小
）

　

重
山　

明
日
香（
石
橋
北
小
）

　

尾
﨑 

悠
人（
国
分
寺
小
）※
※

　

海
老
原 

黎
恩
・
小
野
寺 

宏
泰
・

　

鬼
塚　

大
輝
・
田
口　

昂
征

（
国
分
寺
東
小
）※

○
小
学
６
年
生

　

細
田　

稜
花（
祇
園
小
）

　

佐
藤　

里
佳（
緑
小
）※
※

　

若
林　

楓
華（
石
橋
小
）※

　

本
田　

愛（
石
橋
小
）※

　

須
藤　

美
咲
・
稲
葉　

司
帆
・

　

中
野　

由
唯（
古
山
小
）

　

小
嶋　

優
希（
国
分
寺
小
）

　

近
藤　

瑛
爽（

国
分
寺
西
小
）※

年
間
の
地
道
な
研
究
の
集
大
成

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

「
デ
ー
タ
量
も
豊
富
で
、
ま
と

め
方
も
し
っ
か
り
と
し
て
い
て
、

多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
の
着

実
な
取
り
組
み
で
あ
る
。」
と
、

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

入
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

○
小
学
１
年
生

　

髙
橋　

嘉
風（
薬
師
寺
小
）※

　

藤
井　

怜（
緑
小
）※

　

益
子　

愛
理（
緑
小
）

　

杉
山　

武
優（
古
山
小
）

　

武
藤　

里
英（
石
橋
北
小
）

　

尾
﨑　

暁
人（
国
分
寺
小
）※

○
小
学
２
年
生

　

小
島　

康
暉（
薬
師
寺
小
）

　

泉
田　

絢
音（
吉
田
東
小
）

　

谷
田
貝 

美
桜（
吉
田
西
小
）※

　

大
嶋　

杏
菜（
吉
田
西
小
）※

　

出
口　

優
希（
緑
小
）

　

藤
原　

愛
梨（
国
分
寺
小
）※

○
小
学
３
年
生

　

林　

実
來（
祇
園
小
）

　

伊
藤　

亜
紗（
緑
小
）

　

輿
水　

陽
光（
緑
小
）

○
中
学
１
年
生

　

髙
橋　

茉
央（
南
河
内
中
）※

　

佐
藤　

亮
太（
南
河
二
中
）

　

和
田　

琉（
南
河
二
中
）※

　

福
原　

綾
乃（
石
橋
中
）

　

山
本 

碧
威（
国
分
寺
中
）※
※

　

田
名
網 

花
奈（
国
分
寺
中
）※

　

長　

彩
夏（
国
分
寺
中
）

○
中
学
２
年
生

　

小
名
木　

彩
花（

南
河
二
中
）※
※

　

各
務　

光（
南
河
二
中
）※

　

中
村　

昂
暉（
南
河
二
中
）

　

桜
井　

愛
菜（
石
橋
中
）※

　

岡
本　

広
夢（
国
分
寺
中
）

　

檜
山　

杏
奈（
国
分
寺
中
）

　

大
塚　

諒（
国
分
寺
中
）※

○
中
学
３
年
生

　

増
田　

陽
凪
・
神
永　

真
生

（
石
橋
中
）※

　

田
名
網　

裕
太（
石
橋
中
）

　

金
子　

真
宇（
国
分
寺
中
）

　

山
口　

晶
代（
国
分
寺
中
）※

　

篠
崎　

舞（
国
分
寺
中
）

※
…
地
区
推
薦
：
下
都
賀
地
区

理
科
研
究
展
覧
会
に
作
品
が
出

品
さ
れ
ま
す
。

※
※
…
発
表
推
薦
：
下
都
賀
地

区
理
科
研
究
発
表
会
に
て
研
究

発
表
を
行
い
ま
す
。

平成26年度下野市理科研究展覧会審査結果

平
成
26
年
度
下
野
市
理
科
研
究
展
覧
会
審
査
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

審査会の様子

展覧会の様子展覧会の様子

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
×
】　

昨
年
（
平
成
25
年
）
12
月
１
日
、
ゆ
う
ゆ
う
館
に
露
天
風
呂
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
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毎
年
、こ
の
時
期
に
な
る
と
各
メ
デ
ィ
ア
で
、

暮
れ
の
ボ
ー
ナ
ス
に
つ
い
て
の
報
道
を
目
に

す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
今
日
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
ボ
ー
ナ
ス
は
、
明
治
時
代
に
西
洋
の

給
与
体
系
が
元
に
な
り
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
古
代
の
藤
原
宮
や
平
城

宮
で
働
く
役
人
に
も
「
季き

禄ろ
く

」
と
よ
ば
れ
る

一
種
の
ボ
ー
ナ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
古
代
の

こ
う
し
た
季
禄
の
制
度
は
、
下し

も
つ
け毛

野の

古こ

麻ま

ろ呂

た
ち
が
中
国
（
唐
）
か
ら
採
り
入
れ
た
も
の

で
す
。

　

当
時
の
律り

つ
り
ょ
う令

の
規
定
で
は
、
季
禄
は
年
に

二
回
、
二
月
と
八
月
に
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

支
給
さ
れ
た
の
は
銭
で
は
な
く
、
あ
し
ぎ
ぬ

（
布
）・
綿
・
布
・
鍬く

わ

・
糸
・
鉄
と
い
っ
た
六

種
類
の
物
品
で
、支
給
額
は
位
や
階
級
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
し
た
。
七
〇
一
年
に
、
季
禄
の

一
部
を
和
わ
ど
う
か
い
ほ
う（
ち
ん
）

同
開
珎
で
支
給
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
基
本
的
に
は
物
品
の
支
給
が
続

き
ま
し
た
。

　

中
国
は
日
本
と
違
い
、
季
禄
は
米
で
支
給

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
日
本
の
税
制
は
米
の

ほ
か
、
各
地
の
特
産
物
も
税
と
し
て
収
納
さ

れ
ま
し
た
。
季
禄
と
し
て
支
給
さ
れ
た
品
々

は
こ
れ
ら
の
特
産
物
を
含
ん
で
お
り
、
特
に

前
に
記
し
た
六
品
目
は
、
貨
幣
同
様
単
価
が

定
ま
っ
て
お
り
、
等
価
交
換
が
可
能
な
物
品

で
し
た
。
そ
の
た
め
役
人
た
ち
は
、
役
所
で

支
給
さ
れ
た
季
禄
の
品
々
を
持
っ
て
市
場
に

出
向
き
そ
こ
で
必
要
な
物
資
と
交
換
し
た
わ

け
で
す
。

　

平
城
京
や
平
安
京
に
は
西（
右
京
）と
東（
左

京
）
に
市
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
地
方
で
も
国
府
や
郡ぐ
ん

衙が

、
国
分
寺
な

ど
の
公
的
施
設
の
ほ
か
主
要
道
路
が
交
差
す

る
よ
う
な
「
衢ち

ま
た

」
に
「
市
」
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
、
昭
和
五
十

年
代
の
新
四
号
国
道
建
設
工
事
の
際
、
薬
師

寺
南
交
差
点
付
近
の
調
査
（
薬
師
寺
南
遺
跡
）

で
、「
市い

ち

木き

」
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
推
測
で
す
が
、
下
野
薬
師

寺
の
南
側
に
門
前
市
の
よ
う
な
空
間
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。『
日
本
書
紀
』
や

『
万
葉
集
』
に
は
、
八
世
紀
以
前
の
市
と
し
て

「
海つ

柘ば榴
市い
ち

」「
阿あ

と斗
桑く
わ

市い
ち

」
な
ど
の
木
の
名

前
を
付
け
た
市
が
あ
り
、
市
場
の
中
央
に
は

大
き
な
椿つ
ば
き
や
桑
の
木
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
日
本
に
は
自
然
信
仰

が
あ
り
、
大
木
に
は
神
が
宿
る
と
考
え
ら
れ
、

大
木
を
祀
る
信
仰
と
と
も
に
人
々
が
集
ま
る

市
が
存
在
し
ま
し
た
。
現
在
で
も
地
名
で「
八

日
市
」
や
「
廿
日
市
」
な
ど
の
地
名
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
中
世
頃
か
ら
八
日

や
二
十
日
に
一
度
、
市
が
立
つ
こ
と
か
ら
こ

の
名
称
が
付
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
広

島
県
の
廿
日
市
は
、
平
清
盛
に
よ
る
厳

い
つ
く

島し
ま

神

社
造
営
を
き
っ
か
け
に
木
材
の
集
積
地
と
し

て
賑
わ
っ
た
港
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
で
は
土
器
な
ど
を
手
掛
か
り
に

古
代
の
流
通
を
復
元
し
ま
す
が
、
当
市
で

出
土
す
る
奈
良
・
平
安
時
代
の
土
器
類
は
、

三み
か
も毳
山さ
ん
ろ
く麓（
旧
岩
舟
町
周
辺
）
や
益
子
町
付
近
、

宇
都
宮
市
の
県
庁
北
部
地
区
の
ほ
か
、
筑つ

く
ば波

山さ
ん
ろ
く麓

南な
ん
せ
い
ぶ

西
部
や
古
河
市
（
旧
三
和
町
）
付
近

で
生
産
さ
れ
た
土
器
が
出
土
し
ま
す
。
さ
ら

に
大
洗
町
や
ひ
た
ち
な
か
市
な
ど
の
沿
岸
で

海
水
を
煮
詰
め
て
塩
を
生
産
し
た
時
に
使
用

し
た
「
製せ

い

塩え
ん

土ど

き器
」
の
破
片
も
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
東
海
地
方
で
生
産
さ

れ
た
釉

う
わ
ぐ
す
りを

か
け
た
高
級
な
緑り

ょ
く
ゆ
う釉・

灰か
い
ゆ
う釉

陶
器
、

和
同
開
珎
や
冨ふ

寿じ
ゅ

神し
ん
ぽ
う宝

な
ど
都
で
鋳
造
さ
れ

た
貨
幣
も
下
野
市
や
そ
の
周
辺
で
出
土
し
て

い
ま
す
。
井
戸
の
中
か
ら
は
関
西
以
西
の
西

日
本
に
し
か
分
布
し
な
い
「
イ
ス
ノ
キ
」
製

の
櫛く
し

も
出
土
し
て
い
ま
す
。
現
代
の
私
達
が

想
像
し
て
い
る
以
上
に
多
く
の
人
々
や
品
々

や
行
き
来
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

千
三
百
年
後
の
今
、
古
代
の
市
が
存
在
し
た

で
あ
ろ
う
下
野
薬
師
寺
の
そ
ば
に
現
代
の
市

場
と
も
い
え
る
道
の
駅
し
も
つ
け
が
賑
わ
っ

て
い
る
の
も
偶
然
で
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。

奈
良
時
代
に
も
ボ
ー
ナ
ス
が
あ
っ
た

新・下野市風土記

新
・
下
野
市
風
土
記

下
野
市
教
育
委
員
会　

文
化
課

墨書土器「市木」益子産
底は回転している

ロクロからヘラで切離した痕

三毳山麓産
底のスジは回転している
ロクロから糸で切離した痕

紅まるにもボーナスが!?
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し
も
つ
け
大
人
塾
26
通
信

◎
第
7
回（
10
月
11
日
㈯
）

「
だ
が
し
や
楽
校
を
や
っ
て
み

よ
う
③
〜
実
践
!?
だ
が
し
や
楽

校
in
薬
師
祭
〜
」

　

つ
い
に
自
治
医
科
大
学
薬
師

祭
で
「
自
分
み
せ
」
を
実
践
し

ま
し
た
。
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
み
な
が
ら
の
「
自
分
み
せ
」。

た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
が

あ
り
ま
し
た
。

◎
第
8
回（
10
月
25
日
㈯
）

「
だ
が
し
や
楽
校
を
や
っ
て
み

よ
う
④
〜
だ
が
し
や
楽
校
in
道

の
駅
し
も
つ
け
開
催
の
企
画
を

考
え
る
〜
」

　

し
も
つ
け
大
人
塾
26
版
だ
が

し
や
楽
校
の
名
前
を
み
ん
な
で

考
え
ま
し
た
。「
遊
ん
で
み

よ
う
よ
。
寄
っ
て
い
っ
て

よ
」
と
い
う
願
い
を
込
め

「
遊
ん
で
み
ん
べ
よ
っ
て
け

屋
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

道
の
駅
し
も
つ
け
で
の
素
敵

な
出
会
い
が
楽
し
み
で
す
。

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

○
出
願
期
間

　

３
月
20
日
㈮
ま
で

　

資
料
は
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
８（
６
３
２
）０
５
７
２

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
☎（
52
）１
１
１
９

栃
木
の
子
ど
も
育
成
憲
章

〜
大
人
の
責
任
と
役
割
〜
憲
章
の
理
念
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

　

栃
木
県
で
は
、〝
子
ど
も
を
育
む
た
め
の
大
人
の
基
本
理
念
や
行
動
指
針
〞
と
し
て
、
平
成
22

年
２
月
に
「
と
ち
ぎ
の
子
ど
も
育
成
憲
章
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
憲
章
は
、
県
民
が
力
を
合
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
を
健
全
に
育
て
て
い
く
た
め
に
、
大
人
が

具
体
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
分
か
り
や
す
く
示
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
持
ち
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
た
め
に
、
私
た
ち

大
人
が
積
極
的
に
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

詳
細
は
、
栃
木
県
人
権
・
男
女
参
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

  http://www.pref.tochigi.lg.jp/c07/life/seishounen/seishounen/kodom
okensho.htm
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初
心
者
の
た
め
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
１
月
講
座

　

受
講
生
募
集

　
「
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
が
わ

か
ら
な
い
」「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
は
苦
手
」
な
ど
と
思
っ
て

い
る
方
を
対
象
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
入

門
・
活
用
講
座
を
開
き
ま
す
。

　

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
、
持
ち
運
び
が

で
き
、
パ
ソ
コ
ン
よ
り
手
軽
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
、
ま

た
、
動
画
を
見
た
り
、
音
楽
を

聴
い
た
り
、
実
際
に
写
真
や
ビ

デ
オ
を
撮
影
・
編
集
し
た
り
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

楽
し
い
ア
プ
リ
の
活
用
を
学

習
し
、
情
報
化
社
会
へ
の
参
加

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
簡
単
で
便
利
な
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
こ
の
講
座
は
、
６
月
・

９
月
に
実
施
し
た
入
門
・
活
用

講
座
と
同
じ
内
容
で
す
。

■
日
時　

１
月
13
日
・
20
日
・

27
日
・
２
月
３
日

【
午
前
の
部
】

　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

【
午
後
の
部
】

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

（
毎
週
火
曜
日　

各
４
回
）

■
場
所　

下
野
市
生
涯
学
習
情

報
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
初
め
て
の
方
、
ま
た
は
活

用
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

■
定
員

　
【
午
前
の
部
】・【
午
後
の
部
】

　

と
も
に
先
着
10
名

■
受
講
料　

４
，
０
０
０
円

　

(

テ
キ
ス
ト
代
を
含
む)

　

1
月
13
日
に
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

※
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
貸
し
出
し
ま
す
。

■
講
師

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
シ
ニ
ア

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

■
申
し
込
み
方
法

　

12
月
18
日
㈭
午
前
９
時
〜

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、
水

曜
日
・
日
曜
日
を
除
く
）

　

な
お
、
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た

　

去
る
10
月
19
日
㈰
に
第
７
回

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
の
特
徴
は
、
セ

ン
タ
ー
登
録
の
市
民
活
動
団
体

や
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

会
場
づ
く
り
か
ら
運
営
ま
で
参

加
者
全
員
で
協
力
し
て
行
う
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
年
は
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
リ

ユ
ー
ス
食
器
の
活
用
な
ど
新
た

な
試
み
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　　　　　寒い冬の日に、コンサートで暖まりましょう！
　　　　　バイオリン・ビオラ・ピアノ・フルート・歌の楽しいコンサートで、
　　　　ゆっくりお過ごしください♪
　　　　　コンサート前半は、吉田保育園児も一緒に楽しみます。

１２月１１日㈭ 午前１０時～１１時４５分
　　　　　　　　　南河内東公民館　多目的ホール
　　　　【演　奏】　トリオ・クメタナ　粂川　吉見　氏ほか
　　　　【曲　目】　バッハのメヌエット・ハンガリア舞曲（ブラームス）
　　　　　　　　　みんなで歌う　日本の冬の歌　など
　　　　【その他】　入場無料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ先】南河内東公民館　☎（４８）５５１１

毎年人気のザリガニ釣りコーナーリユース食器を活用しました
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　　南河内図書館　　
■薬師寺小学校作品展示　1階ロビー
展示期間：12月2日㈫～ 28日㈰
■読書会　
12月13日㈯　午前10時～

「武士の家計簿」　磯田 道史 著
■親と子のクリスマスカード作り教室（募集中）
日　時：12月7日㈰　午前10時～正午
場　所：南河内公民館 1階 会議室
対　象：市内在住の小学3年生～中学生
　※親子で参加の場合は小学1年生から可
■冬のおたのしみ会（クリスマス会）
12月13日㈯　午前10時30分～ 11時30分
場　所：南河内公民館　1階視聴覚室

「なかよくすれば」「マッチ売りの少女」「あわ
てんぼうのサンタクロース」「赤鼻のトナカイ
～ジングルベル」ほか
☆サンタさんと楽しく過ごそう！
■１月開催行事のお知らせ
1月21日㈬大人が楽しむ切り紙はり絵講座
1月24日㈯ぬいぐるみのおとまり会
※館内ポスターやホームページをご覧ください

　　石橋図書館　　
■細谷小学校作品展示　1階休憩コーナー
展示期間：12月2日㈫～ 29日㈪
■下野学歴史講座　2階研修室
12月6日㈯　午後2時～ 3時30分

「歴史講座2：下野古麻呂と下野薬師寺」
■おはなし会　1階おはなしコーナー
12月6日㈯　午前11時～
　※クリスマスツリーの飾りつけもします
12月20日㈯　午後2時～
クリスマススペシャル版：絵本と紙芝居の読み
聞かせ、歌、ダンスなど
☆サンタさんからプレゼントがあります！
■読書会　2階視聴覚室
12月10日㈬　午前10時～

「貝になった男」　上坂  冬子 著
■クリスマスイベント
12月20日㈯　午後1時30分～ 2時
もこもこリース作り
定員15名  ※12月1日㈪から受付開始
■映画会　2階視聴覚室
12月13日㈯・27日㈯　午前10時30分～

　　国分寺図書館　　
■絵本作家・うしろよしあき講演会

「赤ちゃんは、こんな絵本を待っている」
日　時：12月5日㈮　午前10時～正午
定　員：50名　※要申込み
資料代：500円
主　催：絵本研究サークルしもつけブックベ
リー

■新聞コラム書き写しの会　2階視聴覚室
12月12日㈮、19日㈮午前9時～ 10時30分
※今月は第2（通常＝第1）・第3金曜日実施
■お話ポケットの会のクリスマス会
12月13日㈯　午後2時～
大型絵本・エプロンシアター・歌・プレゼント
■読書会　2階視聴覚室
12月20日㈯　午前10時～

「大人のための残酷童話」　倉橋 由美子 著
■文学講座「本当に怖い雨月物語」
12月20日㈯　午後2時～ 3時30分
講　師：大橋  敦 先生（宇都宮大学）
定　員：20名　※要申込み
■アシモを作ろう！　2階視聴覚室
12月24日㈬　午後3時30分～ 5時
講　師：本田技研ドリームハンズ
定　員：30名　※要申込み
対　象：小学生と保護者
■スタッフによるお楽しみ会
12月27日㈯　午前10時30分～

下野市立図書館（3館）からのお知らせ
◆年末年始休館のお知らせ
南河内…12月29日㈪～ 1月5日㈪
石　橋…12月30日㈫～ 1月3日㈯
国分寺…12月29日㈪～ 1月3日㈯
◆新春企画／本のお楽しみ袋（3館で実施）
図書館おすすめの本をテーマ別に袋に入れて
ご用意します。どの本が入っているかは借り
てからのお楽しみ！各館、新年初日からス
タート！なくなり次第終了します。
※詳しくは館内ポスターや図書館ホームペー
ジをご覧ください

ＱＲコード

利用案内
■12月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
死に支度（石） … 瀬戸内 寂聴
「死に支度」は「生き支度」。92歳の現役作家で僧侶の
寂聴氏が最後に行き着いた意外な境地とは？

サラバ！（上・下）（石） … 西　加奈子
シマリアの海賊（南） … 望月　諒子
お金が貯まるのは、どっち!?（南）
 … 菅井　敏之
俳画・水墨画集（国） … 上窪　恵泉
跳びはねる思考（国） … 東田　直樹
＜児童書＞
ぼくつかまらないもん！（石） … 長野ヒデ子
てぶくろ（石） … いもとようこ
わたしちゃん（南） … 石井　睦美
しえりの秘密のシール帳（南） … 濱野　京子
こわくない（国） … 谷川俊太郎
やろうよ野球（国） … 関口　勝己
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館どこで
も貸出（貸出中は予約）が可能です。

Library Inform
ation
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図書館インフォメーション



図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ

クリスマス＆お正月

　今月はクリスマスとお正月をテーマ
に選書しました。ちょっと変わった目
線で選んだ本もありますので、ぜひ読ん
でみてください。
　寒い冬、暖かい部屋の中で心
温まるおはなしを読んでほっこ
りしませんか？

大晦日だけで
できるおせち

太田 静栄 著
枻出版社

急行「北極号」

C・V・オールズバーグ 著
あすなろ書房

あたらしい
みかんの
むきかた

岡田 好弘 著
小学館

星の民の
クリスマス

古谷田 奈月 著
新潮社

わたしのすてきな
クリスマスツリー

ダーロフ・イプカー 作
やましたはるお 訳
ＢＬ出版

ふしぎな
クッキーガール

梨屋 アリエ 作
講談社

おせちを大晦日だけで作れたらいいと思いま
せんか？年末年始に役立つ鍋や前菜、雑煮な
ども含めた 135 品を紹介。効率よく作るた
めのタイムスケジュールつきです。 （南）

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

クリスマスイブの夜、少年のもとに汽車が現
れます。その名も北極号。幻想的で美しい絵
がとても魅力的な絵本で、まるで映画を観た
ような読後感を味わえます。 （南・石）

お正月といえば、こたつでみかん！懐かしい
昭和風のイラストと、いい意味でふざけたス
トーリーがシュールで思わずニヤリ。ぜひお
手元にみかんのご用意を。 （南・石）

最愛の娘が家出した。クリスマスに父が贈っ
た童話の中へ。父は小さな娘を探すため、小
説世界へともぐりこむ…。残酷でファンタス
ティックな、愛に満ちた冒険ばなし。
 （石・国）

クリスマスの晩、庭のもみの木のてっぺんに
は輝く星がひとつ。そこに集うのは…？いき
いきとしたイマジネーションとあざやかな色
づかいで描いた絵本。 （南）

お友達と絶交中でちょっと不機嫌なれいな
ちゃんがクリスマスのクッキーを作ってい
たら、女の子の形のクッキーが突然話しだ
して…。巻末に「12月のまめちしき」収録。
 （国）

クリスマスの
おばけ

せな　けいこ著
ポプラ社

クリスマスの日はうれしいなー。パパからもママからも
プレゼント。にこにこしながらねむるけど、おばけのこ
どもはどうかしら…。せなけいこのユーモアあふれる貼
り絵が楽しい絵本です。 （南・石・国）

読書人
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日月 火 水 木 金 土
7

8 9 10 11 12

2 3 4 5

13

6

14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12

12/1

13 14 15 16 17 18

今
月
誕
生
日
！…

誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん(

小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
(40)
５
５
５
０
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

下野市南河内地区一周駅伝
競走大会(10･23)
小山地区医師会市民公開講
座(11･17)
国際交流「ドイツ風クリスマ
ス会」(12･44)
グリムイルミネーション
軽音楽のつどい(12･28)

MusicMakeクリスマスコンサート(11･35)
グリムイルミネーションみんなのつどい(12･28)

みそ汁塩分測定
会(12･15)

つくし子育て
巡回相談
(11･18)

こころの健康
講座(12･34)

グリコン
出会いのつどい
(12･28)

司法書士
無料法律相談会
(12･38)

グリムの森
クリスマス
コンサート
(12･29)
行政書士
無料専門相談会
(12･38)

グリムイルミネーション
クローズセレモニー
(12･28)

下野市文化財
写真展作品
募集開始
(12･36)

天平マラソン
大会(10･22)
沿道での応援
お願いします！

アコーディオン
「歌声」(12･30)

つくし子育て
巡回相談
(11･18)

がん患者と
家族のサロン
(12･34)

講座「ペットボトル稲で
しめ縄づくり」(11･29)

グリムの森
石川ひとみコンサート
(12･29)

スマートチャ
レンジ教室
(12･16)

下野市人権教育講演会
(11･28)
映画「ふるさとがえり」
上映会(12･30)

グリムイルミネーション
こどもクリスマスの
つどい(12･28)

グリムの森チェンバロ＆ヴァ
イオリンコンサート(11.34)
講演会「元ＣＡが大学教授に
転身した道のりから」(11･40)
ドナルド・マクドナルド・ハ
ウス・とちぎオープンハウス
(12･30)

ＥＣＯテック＆ライフとちぎ(11･35)

アコーディオン
「歌声」(12･30)

今月誕生日の児童を掲載しています。
掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

がん患者と
家族のサロン
(11･40)
あった“○”コン
サート(12･24)
アコーディオン
「歌声」(12･30)

まる

年末年始の市役所等の閉庁日については、40･41ページをご覧ください。

RANA あかりちゃん みわちゃん

ことみちゃん

みーちゃん

ス
ワ
ン

みらいちゃん

しゅうちゃん

12月誕生日のみんな！
おめでとう

道の駅しもつけ
イメージキャラクター

カンピくん

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

入園・駐車
場無料！

１月３日ま
で点灯中

午後５時～
９時

第６回グリムの森イルミネーション
★12月７日（日）
　みんなのつどい
★12月14日（日）
　軽音楽のつどい
★12月21日(日)
　こどもクリスマスのつどい
★12月23日(火・祝)
　グリコン～出会いのつどい～
★1月3日(土)
　クローズセレモニー

■問い合わせ先
下野市ウインター活性化
推進協議会　代表　有野
☎（53）1829

グリムの森石川ひとみコンサート…P29

「子育て応援しもつけっ子プラン」について…P31
パブリックコメントを実施します
業者登録受付のご案内
（入札参加資申請・小規模契約希望者登録申請）…P34

下野市文化財写真展作品募集…P36

下野ブランドを募集します…P37
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Shimotsuke

イ
ベ
ン
ト

グ
リ
ム
の
森

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

12/25■
日
時

12
月
25
日
㈭

午
後
3
時
30
分
開
場

午
後
4
時
開
演

■
場
所　
グ
リ
ム
の
館

■
出
演

石
橋
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

■
入
場
料　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

　

☎（
52
）１
１
８
０

和
本
ア
ル
バ
ム
を

作
ろ
う

1/31
和
本
を
作
り
、
ア
ル
バ
ム
に
す

る
講
座
で
す
。
和
綴
じ
の
技
術
を

使
っ
た
自
分
だ
け
の
ア
ル
バ
ム
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
１
月
31
日
㈯

午
前
の
部　

10
時
～
正
午

午
後
の
部　

１
時
～
３
時

■
場
所　
下
野
薬
師
寺
歴
史
館

■
参
加
費
（
材
料
費
）

（
小
）　

1
5
0
円

（
大
）　

3
0
0
円

■
準
備
す
る
も
の

ア
ル
バ
ム
用
の
写
真
を
5
枚
～

10
枚
程
度
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象

小
学
校
3
年
生
以
上
・
一
般

■
受
付
人
数　
各
回
10
名
ま
で

■
申
込
期
間

１
月
6
日
㈬
～
21
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

☎（
47
）3
1
2
1

グ
リ
ム
の
森

石
川
ひ
と
み

コ
ン
サ
ー
ト

12/28
ヒ
ッ
ト
曲
「
ま
ち
ぶ
せ
」
で
人

気
の
歌
手
、
石
川
ひ
と
み
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

座
席
は
原
則
自
由
席
で
す
が
、

座
席
の
間
を
空
け
ず
に
ご
着
席
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ま
が
公
演
を
楽
し
め
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
日
時　
12
月
28
日
㈰

午
後
３
時
30
分
開
場

午
後
４
時
開
演

■
場
所　
グ
リ
ム
の
館

■
前
売
券

お
と
な
２
，０
０
０
円

こ
ど
も
１
，０
０
０
円

■
前
売
券
取
扱
所

グ
リ
ム
の
館
、
下
野
市
内
公
民

館
（
国
分
寺
、
石
橋
、
南
河
内
、

南
河
内
東
）、
Ｆ
Ｋ
Ｄ
イ
ン
タ
ー

パ
ー
ク
店
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
ｅ＋

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

☎（
52
）１
１
８
０

道
の
駅
し
も
つ
け

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

実
施
中
！

1/20 他
道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

道
の
駅
し
も
つ
け
の
新
鮮
食
材
を

使
っ
て
、
簡
単
！
お
い
し
い
！
調

理
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

メ
ニ
ュ
ー
は
簡
単
で
、
家
で
も

実
践
し
や
す
い「
料
理
＆
お
菓
子
」

の
セ
ッ
ト
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

市
内
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
の

方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
道
の
駅

し
も
つ
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

料
理
研
究
家

臼
居
芳
美
先
生

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
き
ょ
う

の
料
理
」
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務

め
、
現
在
は
料
理
教
室
を
主
宰
。

栃
ナ
ビ
「
栃
木
っ
て
う
ま
か
ん

べ
？
」
レ
シ
ピ
連
載
や
、
レ
ス
ト

ラ
ン
「
下
野
農
園
」
で
も
料
理
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
定
員　
１
回
32
名

■
募
集　
そ
の
回
毎
に
募
集

先
着
順
（
開
催
日
の
５
日
前
ま

で
）

※
小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参
加・

　

同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　
１
，
０
０
０
円
程
度

　
（
当
日
集
金
）

※
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運
営

事
務
局

☎
0
2
8（
6
3
5
）2
5
7
7

※
受
付
は
、
平
日　

午
前
９
時
30

　

分
～
午
後
６
時

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

■食のオープンスクール　スケジュール
月日 時間 テーマ（メニュー） 申込受付

1/20

10：30
～
13：30

冬のあったかレシピ（牛すね肉のポトフ・サンド
イッチ・ポテトグラタン ) 12/15～

2/13 甘辛バレンタイン（ビビンバ・スンドゥブチゲ・チョ
コレートブラウニー） 1/13～

3/17
卒業・入学おめでとう！　家族で楽しむヘルシー
メニュー ( サラダ寿司・揚げないトンカツ・フルー
ツゼリーアイス添え )

2/17～

※内容は、変更になる場合があります。

くらしの情報



Shimotsuke

広報しもつけ　2014.12
30

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

ド
ナ
ル
ド
・マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ハ
ウ
ス
　
と
ち
ぎ

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
２
０
１
４

12/13
病
気
の
子
ど
も
と
家
族
の
た
め

の
第
二
の
我
が
家
「
ド
ナ
ル
ド
・

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
」
を
一

日
開
放
し
ま
す
。（
入
場
無
料
）

■
日
時

12
月
13
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

■
場
所　
ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
・
ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ
（
下
野
市

祇
園
２
‒
36
‒
３　

自
治
医
大
２

号
館
３
階
）

■
内
容

・
ハ
ウ
ス
内
の
見
学
会

・�

支
援
企
業
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー

・
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
ッ
サ
ー
ジ

・�

ド
ナ
ル
ド
シ
ョ
ー
＆
ビ
ン
ゴ
大

会
（
①
正
午
～
②
午
後
２
時
～
。

ド
ナ
ル
ド
が
来
ま
す
！
）

な
ど

※
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
参
加
者

　

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
１
グ
ル

　

ー
プ
1
，0
0
0
円
、
個
人
5

　

0
0
円
の
募
金
で
参
加
で
き
ま

　

す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ
を
支
え
る
会

☎（
58
）７
５
５
１

石
橋
公
民
館
で
も
好
評
！

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
よ
る

「
歌
声
」

12/5■
日
程

・
南
河
内
公
民
館

12
月
５
日
㈮

毎
月
第
１
金
曜
日

※�

１
月
は
15
日
㈭
、
２
月
は
5
日

㈭
に
開
催
し
ま
す
。

※�

駐
車
場
は
南
河
内
球
場
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

１
月
は
参
加
者
全
員
に
新
春
福

袋
を
贈
呈
し
ま
す
。

・
石
橋
公
民
館

12
月
11
日
㈭

原
則
、
偶
数
月
の
第
２
木
曜
日

（
次
回
は
２
月
）

■
２
会
場
共
通
事
項

・
時
間　

午
後
２
時
～
４
時

・
参
加
費　

５
０
０
円

（
歌
集
貸
出
・
申
し
込
み
不
要
）

・
講
師　

三
好　

創は
じ
め　
先
生

■
問
い
合
わ
せ
先

歌
声
の
会
「
は
じ
め
」

佐
藤
☎（
48
）１
６
６
３

あ
な
た
に
と
っ
て〝
ふ
る
さ

と
”と
は
な
ん
で
す
か
？

映
画「
ふ
る
さ
と
が
え
り
」

上
映
会

12/20
映
画
「
ふ
る
さ
と
が
え
り
」
は
、

現
代
の
地
域
社
会
が
抱
え
る
様
々

な
矛
盾
や
葛
藤
の
物
語
で
す
。

上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
20
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～

（
開
場
：
午
後
１
時
）

※
上
映
２
時
間
15
分

■
場
所

白
鴎
大
学
本
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号

館
３
５
０
教
室
（
小
山
市
大
行
寺

１
１
１
７
）

■
料
金　
一
般
１
０
０
０
円

　
　
　

学
生
５
０
０
円

■
託
児
サ
ー
ビ
ス

ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
主
催

未
来
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
白
鴎
、

地
域
活
性
化
研
究
会
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｙ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
本
橋
☎
０
９
０（
１
０
３
６
）３
７
２
８

　

hurusato-stony@

　

googlegroups.com

お
知
ら
せ

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

和
田
早
苗
様
（
東
京
都
江
東
区

在
住
）
か
ら
、
金
２
万
円
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
を
実
施
し
ま
す

２
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一
斉

に
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
ま

す
。こ

の
調
査
は
５
年
に
１
度
、
農

林
業
や
農
山
村
の
実
態
を
調
べ
、

国
や
地
方
の
農
林
業
施
策
の
企

画
・
推
進
に
役
立
つ
と
て
も
大
切

な
調
査
で
す
。

１
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん

で
い
る
皆
様
の
と
こ
ろ
へ
調
査
員

が
調
査
票
を
お
届
け
し
、
後
日
調

査
票
を
受
け
取
り
に
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）5
5
5
0

工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

○
平
成
26
年
工
業
統
計
調
査
は
、

　

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製

　

造
事
業
所
を
対
象
に
12
月
31
日

　

現
在
で
実
施
し
ま
す
。

○
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に

　

お
け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か

　

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政

　

府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計
法

　

に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基

　

幹
統
計
調
査
で
す
。

○
調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策

　

や
地
域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地

　

域
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資

　

料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

○
調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た
内

　

容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外

　
（
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す

　

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

　

解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ

　

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

工業統計キャラクター
コウちゃん
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広報しもつけ　2014.12
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くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

児
童
扶
養
手
当
と
公
的
年
金

給
付
・
遺
族
補
償
等
と
の
併

給
制
限
の
変
更
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
・
死

亡
・
遺
棄
な
ど
の
理
由
で
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
に
つ
い
て
手
当
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
給
付
・

遺
族
補
償
等
を
受
給
し
て
い
る

（
で
き
る
）場
合
に
は
、
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
児
童
扶
養
手
当
と
公

的
年
金
給
付
・
遺
族
補
償
等
の
併

給
制
限
が
変
更
さ
れ
、
児
童
扶
養

手
当
よ
り
も
低
額
の
公
的
年
金
給

付
・
遺
族
補
償
等
を
受
給
し
て
い

る
場
合
に
は
、
手
続
き
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
差
額
分
の
手
当

を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
施
行
日
は
平
成
26
年
12
月
1

日
で
す
。

■
対
象
と
な
る
方

⑴�

児
童
扶
養
手
当
の
手
当
額
よ
り

も
低
額
の
公
的
年
金
給
付
・
遺

族
補
償
等
を
受
給
し
て
い
る
方

児
童
扶
養
手
当
の
請
求
手
続
き

に
よ
り
、
そ
の
差
額
分
の
手
当
を

支
給
し
ま
す
。
施
行
は
平
成
26
年

12
月
分（
平
成
27
年
４
月
払
い
）か

ら
で
す
。
経
過
措
置
が
あ
り
、
平

成
27
年
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を

し
た
場
合
、
施
行
日
に
要
件
を
満

た
し
て
い
る
方
は
施
行
月
か
ら
、

そ
れ
以
外
の
方
は
要
件
を
満
た
し

た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。

⑵�

障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
を

受
給
せ
ず
、
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
児
童
が
い
る
方

障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
を

受
給
し
た
上
で
、
加
算
額
が
対
象

児
童
に
係
る
手
当
額
を
下
回
る
場

合
に
、
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手

当
を
支
給
し
ま
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
月
額

■
手
続
き

児
童
扶
養
手
当
額
と
公
的
年
金
・

遺
族
補
償
等
の
受
給
額
を
比
較
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
心

当
た
り
の
方
は
、
ま
ず
は
、
こ
ど

も
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
福
祉
課

☎（
52
）1
1
1
4

「
子
育
て
応
援

し
も
つ
け
っ
子
プ
ラ
ン
」

に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
」
で
の
事
業
計
画
等

を
定
め
る
た
め
に
、「
子
育
て
応

援　

し
も
つ
け
っ
子
プ
ラ
ン
」
を

今
年
度
末
ま
で
に
策
定
し
ま
す
。

プ
ラ
ン
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
お
い

て
、
昨
年
度
か
ら
６
回
に
わ
た
り
、

ニ
ー
ズ
調
査
結
果
や
現
状
と
課
題

等
を
基
に
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
プ
ラ
ン
の
素
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

■
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
と
は
？

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基

づ
き
事
業
計
画
等
を
調
査
審
議
す

る
た
め
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
委

員
は
、
公
募
に
よ
る
市
民
、
子
ど

も
の
保
護
者
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
に
関
す
る
事
業
の
従
事
者
、

学
識
経
験
者
な
ど
15
名
以
内
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
会
議
は
、
計
画
策
定
後
も
子

育
て
支
援
施
策
の
実
施
状
況
を
調

査
審
議
す
る
な
ど
継
続
し
て
点

検
・
評
価
・
見
直
し
を
行
っ
て
い

く
重
要
な
機
関
と
な
り
ま
す
。

■
公
表
す
る
資
料

子
育
て
応
援　

し
も
つ
け
っ
子

プ
ラ
ン（
案
）

■
資
料
の
閲
覧
場
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
次
の

場
所
で
文
書
閲
覧
で
き
ま
す
。

①
総
合
政
策
課
（
国
分
寺
庁
舎
２

　

階
）

②
こ
ど
も
福
祉
課
（
石
橋
庁
舎
１

　

階
）

③
市
民
課
南
河
内
窓
口
（
南
河
内

　

図
書
館
２
階
）

※
閲
覧
時
間
は
土
・
日
・
祝
日
を

　

除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

　

時
15
分

■
意
見
の
募
集
期
間

12
月
５
日
㈮
～
25
日
㈭

※
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
、

　

直
接
持
参
の
い
ず
れ
の
場
合
も

　

12
月
25
日
㈭
午
後
５
時
15
分
ま

　

で
（
必
着
）

■
意
見
の
提
出
方
法

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
郵
送
ま
た
は
持
参

〒
３
２
９
‒
０
５
９
４

下
野
市
石
橋
５
５
２
‒
４

下
野
市
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
福

祉
課
あ
て
（
石
橋
庁
舎
内
）

②
（
52
）１
１
３
７

③

kodom
ofukushi@

　

city.shim
otsuke.lg.jp

※
電
話
で
の
意
見
提
出
は
で
き
ま

　

せ
ん
。

な
お
、
意
見
提
出
の
際
に
は
、

氏
名（
＊
）、
住
所（
＊
）、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
（
＊
は
必
須
事
項
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
ら
が
明

記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。）。

■
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
４

対象児童数 全部支給 一部支給

1 人　 41,020 円 所得に応じて
41,010 円～ 9,680 円

2 人　 46,020 円 児童 1人の手当額に
5,000 円加算した額

3人～ 児童 1人増すごとに
3,000 円加算した額
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平
成
27
年
度

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
に

つ
い
て

毎
年
12
月
か
ら
、
農
業
委
員
協

力
員
等
を
と
お
し
て
、
10
ア
ー
ル

（
１
，０
０
０
㎡
）
以
上
の
農
地
を

耕
作
し
て
い
る
農
業
者
を
対
象
に

「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
」
を
配
付
し
、
提
出

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
同
申
請

書
は
農
業
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た

の
ち
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
報
告

さ
れ
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

■
選
挙
人
名
簿
登
載
資
格

平
成
7
年
4
月
1
日
以
前
の
出

生
者
で
、
平
成
27
年
1
月
1
日
現

在
に
お
い
て
下
野
市
に
住
所
を
有

し
、
か
つ
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件

に
該
当
す
る
方
に
な
り
ま
す
。

①　

平
成
27
年
1
月
1
日
現
在
に

　

お
い
て
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農

　

地
を
耕
作
し
て
い
る
世
帯
の
経

　

営
主
。

②　

①
の
方
と
同
居
し
て
い
る
親

　

族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
年
間

　

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い

　

る
方
。

③　

平
成
27
年
1
月
1
日
現
在
に

　

お
い
て
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農

　

地
を
工
作
し
て
い
る
農
業
生
産

　

法
人
の
組
合
員
、
ま
た
は
社
員

　

で
あ
っ
て
年
間
60
日
以
上
耕
作

　

に
従
事
し
て
い
る
方
。

■
提
出
期
限

１
月
９
日
（
農
業
委
員
会
事
務

局
必
着
）

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
農
業
委
員
会
事
務
局

☎（
48
）2
1
1
6

平
成
27
年（
２
０
１
５
年
）版

県
民
手
帳
発
売
中

県
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
ロ
ー
ソ
ン
）・

一
部
書
店
・
文
具
店
等
で
お
買
い

求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
市
役
所
で
の
窓
口
販
売

は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
頒
価
・
規
格

・
ポ
ケ
ッ
ト
判　

定
価
4
0
0
円

　
（
税
込　

12
・
4
㎝
×
7
・
6
㎝
）

・
通
常
判　

定
価
5
0
0
円

　
（
税
込　

14
・
7
㎝
×
8
・
9
㎝
）

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎（
40
）5
5
5
0

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」・

「
子
育
て
世
帯
特
例
給
付

金
」
の
申
請
は
お
済
み

で
す
か
？

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
方
に
申
請
書
を

７
月
中
旬
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

期
限
内
に
申
請
が
な
い
場
合
は

辞
退
と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま

だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
こ
れ
か
ら
臨
時
福
祉
給

付
金
の
申
請
書
を
提
出
さ
れ
る
方

は
、「
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
等
）」
と
「
受
取
口
座
通
帳

の
写
し
」
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

■
受
付
期
限

１
月
15
日
㈭

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
５
５
２
番
地
４

下
野
市
役
所
石
橋
庁
舎
内

①
臨
時
福
祉
給
付
金

社
会
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
２

②
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

こ
ど
も
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
４

市
営
墓
地
の
ご
案
内

下
野
市
は
、
市
内
に
６
つ
の
市

営
墓
地
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

使
用
申
し
込
み
を
随
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
墓
所
共
通
内
容

⑴
使
用
料
は
、
墓
所
を
使
用
で
き

　

る
権
利
で
、
土
地
の
所
有
権
で

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑵
管
理
料
は
、
共
用
施
設
の
除
草

　

等
、
墓
地
を
管
理
す
る
た
め
の

　

費
用
で
す
。

⑶
使
用
料
及
び
管
理
料
は
、
墓
地

　

使
用
許
可
後
に
納
入
し
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
の
資
格

⑴
本
市
に
引
き
続
き
3
年
以
上
住

　

所
を
有
す
る
方

⑵
同
一
世
帯
に
市
営
墓
地
の
許
可

　

を
受
け
て
い
る
人
が
い
な
い
方

　
（
他
の
市
営
墓
地
か
ら
の
改
葬

　

は
除
く
）

■
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

⑴
市
営
墓
地
使
用
許
可
申
請
書

　
（
生
活
安
全
課
に
設
置
。
ま
た

　

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

⑵
申
込
者
本
人
の
住
民
票
の
写
し

　
（
本
籍
記
載
の
も
の
）

■
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課
☎（
40
）5
5
5
5

■下野市市営墓地
名　　　称 所在地 使用料 管理料（年間）◎カロート

　設置 公募

三 昧 場 墓 地 薬師寺3024番地 80,000円 2,000円 無 受付中
国分寺釈迦堂霊園墓地 国分寺993番地2 300,000円 850円 有 −
柴 南 霊 園 墓 地 柴77番地3 270,000円 850円 有 受付中
サ イ 川 霊 園 墓 地 国分寺367番地3 230,000円 850円 有 −
柴 木 間 内 墓 地 柴77番地1 170,000円 850円 無 受付中

す が た 川 霊 園 墓 地 中大領688番地 320,000円 3,000円（普通）
4,000円（芝生） 有 受付中

◎カロート：骨壺を収めるためのコンクリート製の設備 三昧場墓地
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

相
　
　
談

就
　
　
職

募
　
　
集

くらしの情報

小
山
栃
木
都
市
計
画
ご
み

処
理
場（
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
）の
変
更（
案
）の

縦
覧
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
第
17
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
小
山
栃
木
都
市
計
画
ご

み
処
理
場
（
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
）
の
変
更
（
案
）
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。

■
都
市
計
画
の
種
類

ご
み
処
理
場
（
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
）

■
ご
み
処
理
場
の
名
称

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
マ
テ

リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

■
位
置
及
び
面
積

・
位
置

　

下
野
市
下
坪
山
字
結
城
道
西

・
面
積　

約
1
・
6
ha

■
縦
覧
場
所

・
都
市
計
画
課（
下
水
道
庁
舎
2
階
）

・
環
境
課
（
国
分
寺
庁
舎
2
階
）

■
縦
覧
期
間　
12
月
10
日
㈬
～
24

日
㈬
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）

な
お
、
縦
覧
す
る
小
山
栃
木
都

市
計
画
ご
み
処
理
場
（
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
）
の
変
更（
案
）に
つ

い
て
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
☎（
48
）2
1
1
4

環
境
課　
　

☎（
40
）5
5
5
9

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と

を
ご
存
知
で
す
か
？

石
橋
地
区
消
防
組
合
火
災
予
防

条
例
で
、
平
成
21
年
６
月
１
日
か

ら
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
者
を
減

ら
す
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
化
と
な
り
ま
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

の
際
に
発
生
す
る
煙
や
熱
を
感
知

し
、
ブ
ザ
ー
音
や
音
声
に
よ
り
警

報
を
発
し
て
、
い
ち
早
く
火
災
の

発
生
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で

す
。ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
電
器
店
等

で
気
軽
に
購
入
が
で
き
、
天
井
や

壁
に
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
早
急
に
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
設
置
の
義
務
化
に
よ
り

悪
質
な
訪
問
販
売
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

消
防
署
・
市
役
所
・
役
場
の
職

員
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
販
売
、

ま
た
は
業
者
に
販
売
の
委
託
を
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

設
置
報
告
や
点
検
義
務
も
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

☎（
53
）６
１
６
６

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
！

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も

禁
止
！

年
末
年
始
は
何
か
と
贈
り
物
や

お
祝
い
事
を
す
る
機
会
の
多
い
時

期
で
す
が
、
政
治
家
が
選
挙
区
内

の
人
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は

公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄

附
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。（
参
考
：
総
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.
soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/
naruhodo/naruhodo08.html

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎（
40
）5
5
6
2

確
定
申
告
用
の
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」「
お
む

つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費

控
除
証
明
書
」
の
お
知
ら
せ

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介

護
認
定
者
の
う
ち
65
歳
以
上
の
方

で
、
申
請
に
よ
り
障
害
者
に
準
ず

る
者
と
し
て
認
定
を
さ
れ
た
方
に

は「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

が
交
付
さ
れ
、
確
定
申
告
時
に
障

害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

認
定
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

○
要
介
護
認
定
者
で
65
歳
以
上
の

　

方
○
認
知
症
ま
た
は
身
体
の
障
が
い

　

に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
を
来

　

た
す
よ
う
な
症
状
・
行
動
や
意

　

思
疎
通
の
困
難
さ
が
見
ら
れ
、

　

介
護
を
必
要
と
す
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・

　

戦
傷
病
者
手
帳
・
原
爆
症
認
定

　

書
を
所
持
し
て
い
な
い
方

お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費
控

除
証
明
書

確
定
申
告
時
に
、
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年

目
以
降
で
要
介
護
（
要
支
援
）
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
医
師

が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」
に
代
わ
る
「
お
む
つ
に
係
る

費
用
の
医
療
費
控
除
証
明
書
」
の

交
付
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
証
明
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

○
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

　

け
る
の
が
２
年
目
以
降
で
あ
る

　

こ
と

○
市
の
介
護
保
険
被
保
険
者
で
要

　

介
護
（
要
支
援
）
の
認
定
を
受

　

け
て
い
る
こ
と

○
寝
た
き
り
状
態
等
に
あ
る
こ
と

○
治
療
上
お
む
つ
の
使
用
が
必
要

　

で
あ
る
こ
と

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
高

齢
福
祉
課　

介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

（
き
ら
ら
館
内
）へ
お
電
話
く
だ
さ

い
。
該
当
す
る
か
を
確
認
し
ま
す
。

な
お
、
交
付
に
は
数
日
間
か
か

り
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
内
）

☎（
52
）1
1
1
5
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業
者
登
録
受
付
の
ご

案
内（
入
札
参
加
資
申

請
・
小
規
模
契
約
希
望

者
登
録
申
請
）

入
札
参
加
資
格
申
請

平
成
27
・
28
年
度
に
市
が
実
施

す
る
競
争
入
札
（
見
積
）
に
参
加

し
よ
う
と
す
る
方
は
、
次
の
と
お

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

登
録
申
請
後
、
名
簿
に
登
載
さ

れ
た
事
業
者
を
業
者
選
定
の
対

象
と
し
ま
す
が
、
指
名
や
契
約

を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
申
請
方
法
　

受
付
会
場
（
国
分
寺
公
民
館
１

階　

小
会
議
室
）
へ
直
接
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
市
と
契
約
実
績
の
あ

る
業
者
の
方
は
郵
送
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

■
申
請
期
間
（
土
・
日
を
除
く
）

①�

建
設
工
事
・
業
務
委
託
（
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

・�

市
内
・
準
市
内
の
方
：

　

１
月
13
日
㈫
～
23
日
㈮

・�

そ
の
他
の
方
：

　

１
月
19
日
㈪
～
30
日
㈮

②
業
務
委
託
（
役
務
）・
物
品

・�

市
内
・
準
市
内
の
方
：

　

２
月
２
日
㈪
～
13
日
㈮

・�

そ
の
他
の
方
：

　

２
月
９
日
㈪
～
20
日
㈮

※�

登
録
資
格
、
業
種
、
提
出
書
類

等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
記
載

要
領
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
管
財
課
窓
口
に
て
配
付
し
て

い
ま
す
。）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
制
度

市
内
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大

を
目
的
に
、
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
と
は
別
の
簡
単
な
申
請
書

の
提
出
に
よ
り
、少
額
（
小
規
模
）

な
範
囲
内
に
お
い
て
、
登
録
さ
れ

た
事
業
者
の
方
と
契
約
す
る
制
度

で
す
。

※�

入
札
に
参
加
す
る
場
合
に
は
、

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

■
小
規
模
契
約
の
範
囲

原
則
と
し
て
、
そ
の
内
容
が
軽

易
で
、
か
つ
、
履
行
の
確
保
が
容

易
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

■
登
録
で
き
る
方

市
内
に
主
た
る
事
業
所
及
び
住

所
（
住
所
登
録
）
を
有
す
る
方

■
受
付　
２
月
23
日
㈪
～

※�

登
録
資
格
、
業
種
、
提
出
書
類

等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

管
財
課
☎（
40
）5
5
5
3

平
成
27
・
28
年
度
小
山
広
域

保
健
衛
生
組
合
入
札
参
加
者

資
格
審
査
の
追
加
申
請
に
つ

い
て（
物
品
購
入
等
・
建
設
工

事
・
建
設
関
連
業
務
委
託
）

■
受
付
締
切　
12
月
５
日（
必
着
）

■
提
出
方
法

郵
送
（
郵
便
書
留
）（
持
参
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。）

※
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
管
内

　

市
町
に
本
店
ま
た
は
支
店
及
び

　

営
業
所
を
有
す
る
方
は
持
参
に

　

よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
。

■
申
請
書
類
及
び
申
請
要
綱
の
入

手
方
法

　

申
請
書
は
、
小
山
広
域
保
健

衛
生
組
合
総
務
課
窓
口（
無
料
）

ま
た
は
小
山
広
域
保
健
衛
生
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

http://
w
w
w
.city.oyam

a.tochigi.jp/
kouiki/

）
に
て
入
手
で
き
ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
3
‒
0
0
4
3

小
山
市
大
字
塩
沢
６
０
４

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

総
務
課
管
理
係

☎（
22
）3
2
2
8

　

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

～
う
つ
病
編
～

■
テ
ー
マ　
「
働
く
」
と
い
う
視

点
か
ら
う
つ
病
を
理
解
す
る

～
う
つ
病
と
と
も
に
働
き
続
け
る

た
め
に
～

■
日
時
・
内
容

12
月
17
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

講
話
「
就
労
を
支
え
る
た
め
の

　
　
　

家
族
の
対
応
・
周
囲
の
支

　
　
　

え
」

■
講
師　
N
P
O
法
人
M
D
A
‒

J
a
p
a
n
（
う
つ
・
気
分
障
害

協
会
）
山
口　

律
子
氏

■
会
場　
栃
木
県
庁
小
山
庁
舎
大

会
議
室
（
小
山
市
犬
塚
３
‒
１
‒

１
）

■
対
象　
う
つ
病
を
も
つ
本
人
・

家
族
、
雇
用
者
、
支
援
者
等
、
関

心
の
あ
る
方

■
定
員　
約
80
名
（
要
予
約
）

■
参
加
費　
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

健
康
支
援
課

☎（
22
）６
１
９
２

が
ん
患
者
と
家
族
の

サ
ロ
ン
開
催（
１
月
）

病
気
で
つ
ら
い
気
持
ち
、
ひ
と

り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。
病
気
と
の
向
き

合
い
方
を
学
ん
だ
り
、
話
し
合
い

の
時
間
を
持
っ
た
り
す
る
場
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管

理
栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
・
理
学

療
法
士
・
臨
床
心
理
士
・
事
務
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時

１
月
８
日
㈭

午
後
2
時
～
4
時

■
場
所

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

新
館
２
階
会
議
室

■
内
容

・
ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー「
治
療
中
の

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

　

て
」

・
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
体
験

・
自
由
な
語
り
合
い

■
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
が
ん

相
談
支
援
室

☎（
58
）7
1
0
7

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報
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介
護
保
険
施
設
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
へ
「
負
担
限
度
額

認
定
申
請
」
の
お
知
ら
せ

世
帯
の
市
民
税
が
非
課
税
で
あ

り
本
人
の
市
民
税
も
非
課
税
の
方

は
、
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

申
請
に
よ
り
、利
用
料
（
居
住
費
・

食
費
）
の
自
己
負
担
を
減
額
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
の
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
老
人

福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
と
も
呼
び
ま
す
）・
介
護
老
人

保
健
施
設
（
老
人
保
健
施
設
）・

介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
療
養
病

床
等
）
へ
の
入
所
及
び
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
で
す
。

申
請
の
月
か
ら
適
用
に
な
り
ま

す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
内
）

☎（
52
）1
1
1
5

栃
木
県
ま
ち
な
か
元
気
講

演
会
の
ご
案
内

栃
木
県
と
県
内
16
市
町
で
構
成

す
る
「
栃
木
県
ま
ち
な
か
元
気
会

議
」
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化

に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
１
月
21
日
㈬

　
　
　

午
後
２
時
～

■
会
場　
栃
木
県
庁
東
館
４
階
講

堂■
内
容

講
師
：
阿
藤　

快　

氏

演
題
：「
ま
ち
で
出
会
っ
た
あ

　
　
　
　

た
た
か
い
人
た
ち
」

■
対
象　
県
内
在
住
の
方

■
定
員　
２
０
０
名
程
度
（
先
着

順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画

　

課
ま
ち
づ
く
り
支
援
担
当

☎
0
2
8（
6
2
3
）2
4
6
4

　

0
2
8（
6
2
3
）2
5
9
5

　

m
achidukuri@

pref.

　

tochigi.lg.jp

募
　
集

臨
時
保
育
士
等
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
賃
金
等

・
保
育
士
：
時
給
１
，０
５
０
円

・
保
健
師
：
時
給
１
，１
０
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤

　

務
手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
７
時
～
午
後
７
時
の
う
ち

７
時
間
45
分
（
休
憩
時
間
60
分
）

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有
り

■
勤
務
先　
市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9
‒
0
5
9
4

下
野
市
石
橋
5
5
2
番
地
4

下
野
市
こ
ど
も
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
４

平
成
27
年
４
月
１
日
採
用
予
定

下
野
市
職
員（
土
木
技
師
）

を
追
加
募
集
し
ま
す
！

■
受
験
資
格　
35
歳
以
下
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①�

１
級
土
木
施
工
管
理
技
士
の
資

格
を
有
す
る
方

②�

２
級
土
木
施
工
管
理
技
士
の
資

格
を
有
し
、
１
年
以
上
の
専
任
の

主
任
技
術
者
経
験
を
含
む
３
年
以

上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

（
詳
細
は
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。）

■
募
集
期
限

１
月
９
日
㈮
（
消
印
有
効
）

■
試
験

会
場
：
国
分
寺
庁
舎　

会
議
室

※
筆
記
試
験
免
除

１
次
：
１
月
18
日
㈰

　
　
　
適
性
検
査
及
び
作
文
試
験

２
次
：
２
月
６
日
㈮

■
募
集
人
数　
１
名
程
度

■
選
考
結
果

２
月
中
旬
以
降
全
員
に
通
知

■
応
募
方
法　
総
務
課
窓
口
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
試
験
案

内
、
応
募
用
紙
等
を
取
得
し
、
郵

送
ま
た
は
直
接
持
参
願
い
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9
‒
0
4
9
2

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7

総
務
課
☎（
40
）5
5
5
1

イ
ベ
ン
ト

相
　
　
談

お
知
ら
せ

募
　
　
集

就
　
　
職

くらしの情報
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下
野
市
で
は
、
市
の
知
名
度
や
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る

「
一
次
産
品
、
加
工
品
、
工
芸
品
」「
市
内
産
業
の
製
品
・

技
術
」「
文
化
財
等
地
域
資
源
」
を
「
下
野
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
定
し
ま
す
。

　

既
に
認
定
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
品
は
、
市
内
は
も
と
よ

り
市
外
に
向
け
て
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
ま
で
20
件
を
認
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に

続
く
新
た
な
下
野
ブ
ラ
ン
ド
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
下
野
市
」が
も
っ
と
愛
さ
れ
る
よ
う
に

下
野
ブ
ラ
ン
ド
を
募
集
し
ま
す

　
「
商
品
に
付
加
価
値
を
付
け
た

い
！
」「
下
野
市
の
名
所
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
！
」
と
い
う
方
は
、
ぜ

ひ
申
請
・
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
認
定
期
間

①
一
次
産
品
、
加
工
品
、
工
芸
品

　

平
成
30
年
３
月
ま
で

②
市
内
産
業
の
製
品
・
技
術

　

平
成
32
年
３
月
ま
で

③
文
化
財
等
地
域
資
源　

無
期
限

■
応
募
方
法

　

申
請
書
（
一
次
産
品
、
加
工
品
、

工
芸
品
、
市
内
産
業
の
製
品
・
技

術
）
ま
た
は
推
薦
書
（
文
化
財
等
地

域
資
源
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
商
工
観
光
課
へ
直
接
持
参
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま

で■
応
募
締
切　

１
月
９
日
㈮

■
申
請
書
・
推
薦
書
配
布
場
所

　

商
工
観
光
課
（
南
河
内
図
書
館
２

階
）、
国
分
寺
庁
舎
・
石
橋
庁
舎
市

民
課
窓
口

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

 http://w
w
w
.city.

shim
otsuke.lg.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
48
）２
１
１
２

どういったものがブランドの対象なの？

①一次産品、加工品、工芸品
　下野市で生産、製造、加工されたもの及び本
市の生産物を材料として製造、加工されたもの
②市内産業の製品・技術
③文化財等地域資源
・  歴史的遺産、文化的な行事・祭事・芸術・芸能・
施設、観光資源、自然、景観及び取組等

・  本市に存するものまたは伝承されているもの

審査のポイント

　次のような審査基準で審査します。
①一次産品、加工品、工芸品
・  下野らしさ（市内で生産された素材を活用し
ているかなど）

・  独自性・希少性
・  信頼性・安全性（一定の品質を有しているか
など）

・  市場性・将来性（生産・販路拡大等に意欲
的な取組みを行っているかなど）

②市内産業の製品・技術
・  下野市らしさ（市内の事業
所で製造された製品、また
は技術であり、国内シェア
の比率が高い）

・  品質・技術力
・  オリジナリティ
・  市場性・将来性

③文化財等地域資源
・  下野らしさ（下野ならではの自然・歴史・伝統・
文化など）

・  独自性・希少性
・  信頼性・普遍性（魅力を感じる、リピーター
が期待できるなど）

・  将来性・話題性（下野市のイメージ向上が見
込まれるかなど）

下野ブランド募集

市民サポーター募集
　下野市を盛りあげたい！と考えている方なら、ど
なたでもサポーターになれます。サポーターには会
員証、ピンバッジを配付します。
　登録・年会費は無料です。
　詳しくは市ホームページまたは商工観光課までお
問い合わせください。

ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
教

育
相
談
員（
非
常
勤
職
員
）募
集

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格

通
勤
可
能
な
昭
和
28
年
４
月
２

日
以
降
の
生
ま
れ
で
、
小
中
学
校

教
育
に
理
解
の
あ
る
方
。
た
だ
し
、

教
育
相
談
員
は
教
育
現
場
に
お
い

て
相
談
業
務
の
経
験
が
あ
る
方

学
級
支
援
指
導
助
手
は
、
小
学

校
教
員
免
許
が
必
要
（
取
得
見
込

み
も
可
）

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付

し
学
校
教
育
課（
石
橋
庁
舎
２
階
）

へ
ご
持
参
願
い
ま
す
。（
有
資
格

者
は
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写

し
添
付
）

■
受
付
期
間

12
月
１
日
～
25
日
㈭

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）

■
選
考
方
法

一
次
審
査
を
書
類
選
考
と
し
二

次
審
査
の
面
接
試
験
を
２
月
上
旬

に
行
い
ま
す
。

■
選
考
結
果
発
表

２
月
下
旬
に
選
考
結
果
を
郵
送

し
ま
す
。

■
採
用
期
間

平
成
27
年
４
月
１
日
～
平
成
28

年
３
月
31
日

※�

勤
務
状
況
に
よ
り
再
任
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
学
校
生
活
支

援
員
は
4
年
を
上
限
と
し
、
当
該

年
度
に
65
歳
到
達
の
方
は
再
任
し

ま
せ
ん
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
☎（
52
）１
１
１
８

下
野
市
文
化
財

写
真
展
作
品
募
集

市
内
に
は
様
々
な
魅
力
あ
る
文

化
財
が
多
数
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

文
化
財
を
被
写
体
に
し
た
写
真
展

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

と
っ
て
お
き
の
写
真
の
ご
応
募
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
テ
ー
マ
・
撮
影
対
象

市
内
の
文
化
財

■
応
募
期
間

１
月
６
日
㈫
～
16
日
㈮

■
応
募
対
象
者

市
内
・
市
外
一
般
の
方（
小
・
中
・

高
校
生
も
応
募
可
）

■
規
格

カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
な
ど
は
自

由
。
合
成
写
真
、
パ
ノ
ラ
マ
ワ
イ

ド
は
不
可
。
六
つ
切
り
（
2
0
3

㎜
×
2
5
4
㎜
）
以
上
に
プ
リ
ン

ト
し
た
写
真
。

■
応
募
方
法

下
野
薬
師
寺
歴
史
館
に
持
参
す

る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
作
品

タ
イ
ト
ル
、
作
品
に
対
す
る
コ
メ

ン
ト
、
住
所
氏
名
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

■
応
募
点
数　
１
人
に
つ
き
１
点

■
参
加
賞

応
募
者
全
員
に
贈
呈
し
ま
す
。

■
作
品
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

・�

作
品
は
展
示
に
使
用
す
る
た
め

　

パ
ネ
ル
に
加
工
さ
せ
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

・
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
下
野

　

薬
師
寺
歴
史
館
（
1
月
21
日
㈬

　

～
2
月
8
日
㈰
）
に
て
展
示
し

　

ま
す
。

・
返
却
は
2
月
27
日
㈮
ま
で
に
下

　

野
薬
師
寺
歴
史
館
へ
直
接
取
り

　

に
来
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
に
か
か
る
経
費
は
応

　

募
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

☎（
47
）3
1
2
1

栃
木
税
務
署

非
常
勤
職
員
の
募
集

■
勤
務
内
容

・
確
定
申
告
会
場
で
の
パ
ソ
コ
ン

　

操
作
補
助

・
デ
ー
タ
入
力
、
書
類
整
理
、
郵

　

便
仕
分
等

■
勤
務
予
定
地

・
栃
木
商
工
会
議
所

・
栃
木
税
務
署

■
勤
務
期
間

２
月
上
旬
～
３
月
下
旬
頃

■
時
給　
８
１
０
円

■
募
集
人
数　
50
名
前
後

■
勤
務
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
内
の
、

５
・５
時
間
ま
た
は
７
時
間

■
必
要
な
経
験
等

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
住
所
、

氏
名
が
入
力
で
き
る
程
度
で
可
）

■
応
募
方
法
等

詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
税
務
署

☎
０
２
８
２（
22
）１
０
０
８

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

https://w
w
w
.nta.go.jp

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

職種と職務内容等 報酬額等
学級支援指導助手
小学校の複式学級
において学習指導
等教育活動全般を
行う。
※小学校教員免許
が必要

日額12,000円
※交通費等の諸手当なし
年間200日勤務
（夏季等長期休業期間は
除く）
休暇10日間
社会保険適用

学校生活支援員
（介助）
支援を必要とする
児童生徒の介助や
学校安全管理の補
助を行う。

日額8,000円
※交通費等の諸手当なし
年間190日勤務（夏季等長期
休業期間は除く）・休暇10日
間
社会保険適用

学校生活支援員
（図書）
学校図書室の運営
及び管理の補助

日額8,000円
※交通費等の諸手当なし
年間60日（夏季等長期休業
期間は除く）
社会保険適用なし

教育相談員
学校で生じる問題
の解決に向けた相
談を行う。

日額9,000円
※交通費等の諸手当なし
年間168日勤務
雇用保険適用
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下
野
市
で
は
、
市
の
知
名
度
や
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る

「
一
次
産
品
、
加
工
品
、
工
芸
品
」「
市
内
産
業
の
製
品
・

技
術
」「
文
化
財
等
地
域
資
源
」
を
「
下
野
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
定
し
ま
す
。

　

既
に
認
定
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
品
は
、
市
内
は
も
と
よ

り
市
外
に
向
け
て
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
ま
で
20
件
を
認
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に

続
く
新
た
な
下
野
ブ
ラ
ン
ド
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
下
野
市
」が
も
っ
と
愛
さ
れ
る
よ
う
に

下
野
ブ
ラ
ン
ド
を
募
集
し
ま
す

　
「
商
品
に
付
加
価
値
を
付
け
た

い
！
」「
下
野
市
の
名
所
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
！
」
と
い
う
方
は
、
ぜ

ひ
申
請
・
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
認
定
期
間

①
一
次
産
品
、
加
工
品
、
工
芸
品

　

平
成
30
年
３
月
ま
で

②
市
内
産
業
の
製
品
・
技
術

　

平
成
32
年
３
月
ま
で

③
文
化
財
等
地
域
資
源　

無
期
限

■
応
募
方
法

　

申
請
書
（
一
次
産
品
、
加
工
品
、

工
芸
品
、
市
内
産
業
の
製
品
・
技

術
）
ま
た
は
推
薦
書
（
文
化
財
等
地

域
資
源
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
商
工
観
光
課
へ
直
接
持
参
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま

で■
応
募
締
切　

１
月
９
日
㈮

■
申
請
書
・
推
薦
書
配
布
場
所

　

商
工
観
光
課
（
南
河
内
図
書
館
２

階
）、
国
分
寺
庁
舎
・
石
橋
庁
舎
市

民
課
窓
口

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

 http://w
w
w
.city.

shim
otsuke.lg.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
48
）２
１
１
２

どういったものがブランドの対象なの？

①一次産品、加工品、工芸品
　下野市で生産、製造、加工されたもの及び本
市の生産物を材料として製造、加工されたもの
②市内産業の製品・技術
③文化財等地域資源
・  歴史的遺産、文化的な行事・祭事・芸術・芸能・
施設、観光資源、自然、景観及び取組等

・  本市に存するものまたは伝承されているもの

審査のポイント

　次のような審査基準で審査します。
①一次産品、加工品、工芸品
・  下野らしさ（市内で生産された素材を活用し
ているかなど）

・  独自性・希少性
・  信頼性・安全性（一定の品質を有しているか
など）

・  市場性・将来性（生産・販路拡大等に意欲
的な取組みを行っているかなど）

②市内産業の製品・技術
・  下野市らしさ（市内の事業
所で製造された製品、また
は技術であり、国内シェア
の比率が高い）

・  品質・技術力
・  オリジナリティ
・  市場性・将来性

③文化財等地域資源
・  下野らしさ（下野ならではの自然・歴史・伝統・
文化など）

・  独自性・希少性
・  信頼性・普遍性（魅力を感じる、リピーター
が期待できるなど）

・  将来性・話題性（下野市のイメージ向上が見
込まれるかなど）

下野ブランド募集

市民サポーター募集
　下野市を盛りあげたい！と考えている方なら、ど
なたでもサポーターになれます。サポーターには会
員証、ピンバッジを配付します。
　登録・年会費は無料です。
　詳しくは市ホームページまたは商工観光課までお
問い合わせください。

イ
ベ
ン
ト

相
　
　
談

お
知
ら
せ

募
　
　
集

就
　
　
職
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

相
　
談

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時　
12
月
25
日
㈭

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　
ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　
4
名

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部

高
山　

久

☎（
53
）1
6
7
2

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時　
12
月
24
日
㈬

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　
ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
先

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）6
3
1
2

■
問
い
合
わ
せ
先

○
下
野
市
薬
師
寺
3
3
1
1
‒
23

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

監
事　

小
杉
孝
一

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）6
3
1
2

○
下
野
市
医
大
前
3
‒
10
‒
13

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

支
部
長　

飯
島
陽
子

飯
島
陽
子
司
法
書
士
事
務
所　

☎（
44
）4
9
1
7

借
金
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

借
金
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

■
相
談
受
付
日
時

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
～
正
午
、
午
後

1
時
～
5
時

■
相
談
方
法　
電
話
ま
た
は
面
談

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　
関
東
財
務
局
宇
都
宮
財
務
事
務
所

☎
0
2
8（
6
3
3
）6
2
9
4

（
多
重
債
務
相
談
専
用
電
話
）

就
　
職

潜
在
的
有
資
格
者
等

再
就
業
促
進
事
業

「
福
祉
の
仕
事
復
帰
講
座
」

介
護
福
祉
士
等
の
資
格
を
有
し

な
が
ら
、
福
祉
・
介
護
分
野
に
就

業
し
て
い
な
い
潜
在
的
有
資
格
者

を
対
象
に
、
知
識
や
技
術
を
再
確

認
す
る
た
め
の
研
修
を
行
い
、
福

祉
・
介
護
分
野
へ
の
再
就
業
を
促

進
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

■
対
象

介
護
福
祉
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
有
資
格
者
で
、
現
在
就
労
し
て

お
ら
ず
、
福
祉
の
職
場
へ
の
復
帰

を
希
望
し
て
い
る
方
ま
た
は
福
祉

の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

■
開
催
日

①
１
月
18
日
㈰

②
１
月
25
日
㈰

③
２
月
８
日
㈰

時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会
場　
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

■
内
容
（
各
回
共
通
）

・
講
義
「
福
祉
現
場
の
現
状
に
つ

い
て
」

・
講
義
・
実
技
「
介
護
の
基
本
と

　

新
し
い
技
術
～
身
体
に
負
担
の

　

な
い
介
護
～
」

※
終
了
後
、「
個
別
就
職
相
談
会
」

　

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ

　

れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
講
師

介
護
老
人
保
健
施
設

野
沢
の
里

理
学
療
法
士　

髙
橋
一
将　

氏

■
持
ち
物

軽
い
運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴
。

昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
定
員　
各
回
35
名

■
参
加
費　
無
料

■
申
込
方
法

１
月
７
日
㈬
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
保

有
資
格
、
経
験
年
数
等
の
記
入
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
8（
6
4
3
）5
6
2
2

　

0
2
8（
6
2
3
）4
9
6
3

栃
木
共
同
高
等
産
業
技
術

学
校

平
成
27
年
度
訓
練
生
募
集

■
応
募
資
格

・
中
学
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
し
、

　

大
工
・
工
務
店
・
建
築
設
計
事
務

　

所
等
の
建
設
関
係
事
業
所
に
勤

　

務
し
て
い
る
方
ま
た
は
、
こ
れ

　

か
ら
勤
務
を
予
定
し
て
い
る
方

・
転
職
ま
た
は
再
就
職
の
準
備
の

　

た
め
認
定
職
業
訓
練
を
受
講
す

　

る
こ
と
を
希
望
す
る
方

・
職
場
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
・
バ
リ

　

ア
フ
リ
ー
等
に
関
す
る
技
術
取

　

得
を
希
望
す
る
方

・
雇
用
保
険
加
入
者
・
一
人
親
方

　

等
の
労
災
保
険
加
入
者

・
そ
の
他
入
学
を
希
望
す
る
方

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

１
月
13
日
㈫
～
３
月
31
日
㈫

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
共
同
高
等
産
業
技
術
学
校

（
栃
木
市
日
ノ
出
町
16
‒
６
）

　

☎
・
0
2
8
2（
23
）2
1
2
9
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訪
問
し
た
業
者
が
貴
金
属
等
を

買
い
取
る
「
訪
問
購
入
」
に
関
す

る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

売
る
気
が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り

と
断
り
、
業
者
を
家
に
上
げ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

買
い
取
り
を
依
頼
す
る
場
合
は
、

一
人
で
対
応
せ
ず
に
家
族
や
近
所

の
人
に
同
席
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
契
約
内
容
が
書
か
れ

た
書
面
を
必
ず
受
け
取
り
ま
し
ょ

う
。契

約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を

含
め
て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
８
日
間
は
商
品
の
引

き
渡
し
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
適

用
外
の
商
品
も
あ
り
ま
す
。
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。）

■
相
談
日
時　
月
～
金
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
正
午
～
午
後
1
時
を
除
く
）

※
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

女
性
の
活
躍
に

賛
成
？�

反
対
？

　

内
閣
府
は
、
11
月
に
「
女
性

の
活
躍
促
進
に
関
す
る
世
論
調

査
」
の
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家

庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い

う
考
え
方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
と
い
う
設
問

で
は
、「
賛
成
」
が
44
・
6
％

で
あ
り
、「
反
対
」
の
49
・
4

％
を
下
回
り
ま
し
た
。
前
回
調

査
（
平
成
24
年
10
月
）
と
比
較

す
る
と
、「
賛
成
」（
51
・
6
％

→
44
・
6
％
）の
割
合
が
低
下
し
、

「
反
対
」（
45
・
1
％
→
49
・
4

％
）
の
割
合
が
上
昇
し
て
お
り
、

わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
社

会
で
の
女
性
の
活
躍
を
望
む
声

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

反
対
の
理
由
と
し
て
は
、「
固

定
的
な
夫
と
妻
の
役
割
分
担
の

意
識
を
押
し
付
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
ら
」
を
挙
げ
た
方
の
割

合
が
48
・
5
％
と
最
も
高
く
、

性
別
に
よ
ら
ず
、
誰
も
が
輝
け

る
社
会
の
実
現
が
望
ま
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎（
40
）５
５
５
０

　
「
ふ
れ
あ
い
館
」
は
、
温
水

プ
ー
ル
や
お
風
呂
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
プ
が
完
備
さ
れ
た
憩

い
の
館
で
す
。

　

平
成
９
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン

し
、
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
エ

ア
ロ
バ
イ
ク
や
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
、

レ
ッ
ク
カ
ー
ル
な
ど
１
回
２
時

間
以
内
２
０
０
円
で
利
用
で
き

ま
す
。ま
た
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後
に

お
風
呂
に
入
る
方
は
１
０
０
円

で
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
の
湯
は
室
内
風
呂

と
露
天
風
呂
を
ご
用
意
。
大
広

間
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
で

ゆ
っ
く
り
と
休
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
一
般
３
０
０
円
、
中
学

生
以
下
・
65
歳
以
上
の
方
は

２
０
０
円
で
す
。

　

最
大
の
特
徴
で
も
あ
る
「
室

内
温
水
プ
ー
ル
」
で
は
一
年
中

プ
ー
ル
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
泳
ぎ
は
も
ち
ろ
ん
、
膝

に
負
担
の
少
な
い
水
中
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
冬
場
、
外
で
の
散
歩
は

寒
く
て
…
」
と
い
う
方
に
は
お

勧
め
で
す
。

　

帰
り
に
は
「
道
の
駅
し
も
つ

け
」
で
お
土
産
を
買
っ
て
帰
る
、

そ
ん
な
一
日
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
ふ
」で
す

くらしの情報くらしの情報

訪
問
購
入
に
も

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

適
用
さ
れ
ま
す
！

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは 43ページ

天平の芋煮会の様子▶

まちがいさがし

わかるかな？

男
女
共
同
参
画
社
会

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
2
階

生
活
安
全
課
内　
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年末年始のお知らせ

年末年始の
市役所業務等のご案内

■主な施設等について
道の駅しもつけ １月１日㈭～1月3日㈯
きらら館（トレーニング） 12月26日㈮～1月3日㈯
ゆうゆう館（温浴施設） 12月27日㈯～1月1日㈭
ふれあい館（温浴施設） 12月29日㈪～1月3日㈯
児童館 12月28日㈰～1月4日㈰
公民館 12月29日㈪～1月3日㈯
南河内図書館 12月29日㈪～1月5日㈪
石橋図書館 12月30日㈫～1月3日㈯
国分寺図書館 12月29日㈪～1月3日㈯
生涯学習情報センター 12月29日㈪～1月3日㈯
スポーツ施設 12月29日㈪～1月3日㈯
グリムの館（※） 12月28日㈰～1月4日㈰
下野薬師寺歴史館 12月28日㈰～1月5日㈪
テーマ館 12月27日㈯～1月5日㈪
オアシスポッポ館 12月28日㈰～1月4日㈰
駐輪場 1月1日㈭
農村環境改善センター 12月29日㈪～1月3日㈯
消費生活センター 12月27日㈯～1月4日㈰
シルバー人材センター 12月27日㈯～1月4日㈰
社会福祉協議会 12月27日㈯～1月4日㈰
デマンドバス「おでかけ号」12月30日㈫～1月3日㈯
※�グリムの館：12月28日石川ひとみコンサート時は、午後
3時～午後9時開館。イルミネーション期間中は、午後4
時30分～午後9時開館。

年末年始の市役所等の業務は、以下のとおり閉庁
（お休み）となりますのでご不便をおかけしますが、
よろしくお願いいたします。

■市役所� �
　12月27日㈯～１月４日㈰
■戸籍届出について
上記期間中でも、死亡届、出生届、婚姻届などの
戸籍届書は以下の施設で受付します（届書の内容に
よっては、平日再度、ご来庁いただく場合がござい
ますが、ご了承願います）。
　・午前８時30分～午後５時　国分寺庁舎
　・その他の時間帯　石橋消防署（死亡届は除く）
■自動交付機について
※自動交付機（住民票・印鑑登録証明書・所得証明
書）はご利用いただけます（ご利用には「下野市民
カード」、「南河内町民カード」または「住民基本台
帳カード（利用登録済みのもの）」が必要です）。
　・午前８時30�分～午後５時　国分寺庁舎
　（なお、コンビニ交付は12月29日㈪～1月3日㈯の
期間中ご利用いただけませんので、ご注意ください。）

年末年始の
ごみ収集について

ごみステーションの収集はごみ量が増えるため、遅くなることがあります。
また、直接搬入は下記のとおり可能ですが、特に年末は混雑状況により、
１～２時間程度お待ちいただくことがありますので、行政カレンダーをご確
認のうえ、早めにごみステーションに出されるようお願いします。

直
接
搬
入

中央清掃センター 北部清掃センター（生ごみ） クリーンパーク茂原�（石橋地区ごみ）
☎24−3194

年末は12月30日㈫まで
年始は１月５日㈪から
午前８時30分～ 11時30分
午後１時～４時30分

☎44−2226
年末は12月30日㈫まで
年始は１月５日㈪から
午前８時30分～ 11時30分
午後１時～４時30分

☎028−654−0018
年末は12月30日㈫まで
年始は１月５日㈪から
午前８時30分～正午
午後１時～４時30分

年末年始の
水道当番について

日 曜日 当　　番　　店
27日 土 ㈱高秀土木工業� ☎53-3326 ㈲小金井電気商会� ☎44-0157
28日 日 ㈲稲葉設備工業� ☎53-0668 保坂工務店㈱� ☎48-2224
29日 月 ㈲木屋� ☎53-0107 岡本建設㈱� ☎44-0231
30日 火 小平住設㈲� ☎53-6891 ㈲佐藤電気� ☎44-1250
31日 水 北斗管工㈱石橋支店�☎53-5356 ㈱須藤工業� ☎48-1376
1日 木 ㈲大島設備� ☎53-6503 ㈲藤沼建設� ☎48-1398
2日 金 ㈱前原土建� ☎53-1732 吉栄工業㈱� ☎44-1309
3日 土 三栄興業㈱� ☎52-0631 ㈱竹葉建設� ☎44-7688
4日 日 ㈱園部建設� ☎44-4523 葭葉設備工業㈱� ☎48-0845

年末年始の漏水等水道に関
する修理のお問い合わせは、
右記の日程により各当番店へ
ご連絡ください。
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年末年始のお知らせ

■救急告示医療機関当番
42ページの一次救急医療機関情
報でご確認ください。
■インターネットで検索できます
夜間・休日の当番医を県内各地域
ごとに検索できる栃木県のサービス
です。
▼休日・夜間当番医案内
　（とちぎ医療情報ネット）
http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/

ap/qq/sho/pwtobansr01.aspx

■小山地区夜間休日急患センター
　小山市若木町1-1-5
　新小山市民病院内
　１階外来北西部　
　☎23−6832

■休日急患歯科診療所
　小山市中央町2-2-21
　小山市保健福祉センター内
　１階
　☎23−6854

年末年始に病気やけが等で困ったときは、小山地区夜間休日急患
センター等をご利用ください。※保険証をご持参ください。

診療時間
小山地区夜間休日急患センター 休日急患歯科診療所

12月27日㈯　 午後７時～午後10時 休業

12月28日㈰　 午前10時～午後９時 午前10時～正午
午後１時～午後４時

12月29日㈪　 午後７時～午後10時 休業12月30日㈫　
12月31日㈬～
１月４日㈰　 午前10時～午後９時 午前10時～正午

午後１時～午後４時

■飲酒運転は絶対に「しない！」「させない！」��
　強い意志で飲酒運転を根絶しよう

年末年始は忘年会や新年会などでお酒を飲む機会
が多くなる時期です。飲酒運転は重大事故に直結す
る悪質・危険な犯罪です。一人一人が飲酒運転を絶
対に「しない！」「させない！」という強い意志を
もって、飲酒運転を根絶しましょう。

■飲酒運転に対する行政処分が大幅に強化

飲酒運転を根絶するため、平成21年6月1日に施
行された改正道路交通法等により、飲酒運転に対す
る行政処分が大幅に強化されました。
酒酔い運転等の悪質・危険な違反行為をして、免
許取消しになってから再度の免許を受けることがで
きない欠格期間の上限は、５年から10年に引き上げ
られました。酒酔い運転をして死亡事故を引き起こ
した場合は欠格期間が７年、さらに、ひき逃げをし
た場合は欠格期間が10年となります。

また、飲酒運転に対する違反点数も引き上げられ、
酒酔い運転をした場合は「35点」で初回で免許取
消し（欠格期間３年）となります。酒気帯び運転の
場合は、呼気1リットル当たりのアルコール濃度が
0.15ミリグラム以上0.25ミリグラム未満では、違反
点数が「13点」で90日間の免許停止。呼気1リット
ル当たりのアルコール濃度が0.25ミリグラム以上で
は違反点数が「25点」で初回で免許取消し（欠格期
間２年）となります。（いずれも前歴やその他累積
点数がない場合）

■運転者はもちろん、その周りの人にも厳しい��
刑罰が科せられます

飲酒運転をした場合には、運転者本人はもちろん、
その車両に同乗した人や車両を提供した人、お酒を
提供した人にも、厳しい刑罰が科せられます。
酒酔い運転の場合、車両の提供者には「５年以下
の懲役または100万円以下の罰金」が科せられます。
また、酒類を提供した人や車両の同乗者にも「３年以
下の懲役または50万円以下の罰金」が科せられます。

酒酔い運転・酒気帯び運転に対する罰則
酒酔い運転 酒気帯び運転

運転者本人
５年以下の懲役
または100万円
以下の罰金

３年以下の懲役
または50万円以
下の罰金

車両の提供者
５年以下の懲役
または100万円
以下の罰金

３年以下の懲役
または50万円以
下の罰金

酒類の提供者・
車両の同乗者

３年以下の懲役
または50万円以
下の罰金

２年以下の懲役
または30万円以
下の罰金

年末年始の
急患について

年末年始の
交通安全

　年末の交通安全
県民総ぐるみ運動　

・期　間　12月11日㈭～31日㈬の21日間
・スローガン
　「マナーアップ！あなたが主役です」
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小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤

７ ８ ９ 10 11 12 13
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
14 15 16 17 18 19 20
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
21 22 23 24 25 26 27
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
28 29 30 31
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2－4－3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2－7－18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795－4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320－2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター�
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285−23−6832
【診療日時】
平　日�19時〜22時（内科・小児科）
土曜日�19時〜22時（内科・小児科・外科）
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日〜1月3日）       
      �10時〜12時、 13時〜17時
      �18時〜21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028− 600− 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　毎日、18時〜23時
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土
１ 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土
１ 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土
１ 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43−1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

９日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3）

16日㈫ 旧やすらぎ荘（小金井1189）
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
17日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47−1124

　人権、児童母子、行政など、日
常生活でのあらゆる相談に応じて
います。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
12月2・9・16日、1月6・13日

　（いずれも火曜日）
法律相談　1月8日㈭
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
12月1・8・15日、 1月5日

（いずれも月曜日）
児童母子相談　12月22日㈪
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
12月5・12・19日、1月9日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　12月26日㈮
法律相談　12月11日㈭
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　�　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43−1236

12
月
天平公園 下野市勤労者協議会

花広場 陶芸クラブ

1
月
天平公園 柴北クラブ

花広場 図書館友の会

■問い合わせ先
　商工観光課☎48−2112

■納期　12月25日㈭
市県民税� 第4期
国民健康保険税� 第6期
介護保険料� 第6期
後期高齢者医療保険料� 第6期
■納期　1月５日㈪
国民年金保険料� 11月分

　メールで気象情（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情
報などを配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎40−5550↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

くらしの情報

日時 1 4 日㈰
場所 南河内児童館
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「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

12
December

きらら館は
トレーニング室



2 平成26年度上半期の財政状況 平成26年度上半期（4月１日から9月30日ま
で）の財政状況についてお知らせします。

4 人事行政の運営等の状況

5
新庁舎建設工事進捗状況

6 Shimotsuke-City Topics　まちの話題

8

9

６万市民の生命と財産を守ります
　　下野市消防団通常点検
下野市消防団員募集

10

11

税のお知らせ
11月～ 12月は市町村税徴収強化月間です
e‒Tax メール会員 募集中

12
13
国民年金だより
自治医科大学附属病院　連携協働コラム

14

17

保健便り

20
22

Let’s SPORTS
平成26年度下野市理科研究展覧会審査結果を
お知らせします

23
24
26

新・下野市風土記

図書館Library Information
27
28
44

読書人
くらしの情報
国際交流員マシアスのコラム

今月
の

表紙

目次　Contents

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
中
央
テ
ン
ト
の
屋
根　

②
か
ま
ど
の
口
の
大
き
さ　

③
右
手
前
ベ
ン
チ
の
影

今月の何の日

12
月
12
日

漢
字
の
日

　
「
今
年
を
漢
字
一
字
で
表
す
と
し
た
ら
」

こ
ん
な
会
話
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
か
れ
る

時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
で
は
毎
年
、
そ

の
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
一
字
を
「
今
年
の

漢
字
」
と
し
て
全
国
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

最
も
応
募
数
の
多
か
っ
た
漢
字
は
「
漢
字

の
日
」
に
発
表
。
京
都
・
清
水
寺
貫
主
の
揮き

毫ご
う

に
よ
り
、
清
水
寺
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

12
月
12
日
は
「
い
い
字
一
字
」
の
語
呂
合

わ
せ
か
ら
、
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
が
定

め
ま
し
た
。
毎
年
「
い
い
字
」
を
「
一
字
」

は
覚
え
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

近
年
の
一
字
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
―

２
０
１
１
年
…
「
絆
」
東
日
本
大
震
災
、

２
０
１
２
年
…
「
金
」
金
環
日
食
、
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
、
２
０
１
３
年

…
「
輪
」
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
、
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
２
０
１
４
年
は
ど
ん
な
漢
字
に

な
る
か
思
い
浮
か
べ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

参
考
資
料
：
公
益
財
団
法
人　

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w
.kanken.or.jp/

「おいしいものを食べたいけど、体重が気になる
…」古今東西、老若男女の永遠の悩み。
でも、こんなにおいしそうなスイーツ＆ブレッ
ドを目の前にしたら、「悩むのは明日からでいい
や」と。どれを食べるかでさらに悩んでしまい
ました。

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.12
43



■人口と世帯（11 月 1日現在）
　　人口／60,274人（+31）、男性／30,010人（+15）、女性／30,264人（+16）、世帯数／22,544世帯（+14）

　

今
年
も
段
々
終
わ
り
が
近
づ
い
て
き

て
、
も
う
す
ぐ
年
末
の
休
み
が
や
っ
て

来
ま
す
ね
。
今
回
は
、
ド
イ
ツ
と
日
本

の
「
休
み
」
の
違
い
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
と
日
本
は
ど
ち
ら
も
勤
勉
で

有
名
で
す
が
、
私
は
特
に
日
本
の
方
が

一
生
懸
命
働
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
う
え
、
日
本
で
は
有
給
休
暇
の

全
部
を
あ
ま
り
取
ら
な
い
と
聞
き
ま
し

た
。
そ
れ
と
違
っ
て
ド
イ
ツ
で
は
、
た

い
て
い
の
人
が
30
日
の
有
給
休
暇
を
残

ら
な
い
よ
う
に
全
部
取
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
日
本
人
に
比
べ
た
ら
ド
イ
ツ
人
は

あ
ま
り
仕
事
を
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ

そ
う
で
す
ね
。
し
か
し
よ
く
考
え
て
み

る
と
、
有
給
休
暇
を
あ
ま
り
取
ら
な
い

代
わ
り
に
、
日
本
の
方
が
祝
日
は
多
い

で
す
。
日
本
は
一
年
間
で
15
日
の
祝
日

が
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
17
日

ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
ド
イ
ツ
の
10

日
よ
り
５
日
多
い
で
す
。
そ
し
て
も
う

一
つ
、
日
本
に
は
振
替
休
日
が
あ
り
ま

す
ね
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
全
く
な
い
休
日
で
す
。
私
が
学
生
の

時
に
振
替
休
日
が
あ
る
と
嬉
し
か
っ
た

の
で
す
が
。

　

こ
れ
ら
を
考
慮
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
人

と
日
本
人
が
取
る
休
日
の
数
に
あ
ま
り

差
は
な
い
気
が
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
互
い
国
の
祝
日
を
知
る
こ

と
は
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
10
年
前

の
こ
と
で
す
が
、
初
め
て
日
本
の
ビ
ザ

を
申
請
す
る
た
め
に
、
車
で
３
時
間
を

か
け
て
日
本
総
領
事
館
に
行
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
日
は
敬
老
の
日
（
9
月

15
日
）
の
た
め
に
お
休
み
で
、
は
る
ば

る
総
領
事
館
ま
で
や
っ
て
来
た
の
に
、

次
の
日
も
う
一
回
行
く
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
外
国
の
祝
日
を
知
る

こ
と
も
大
切
な
の
だ
と
思
い
知
っ
た
日

で
し
た
。

　

も
う
す
ぐ
お
正
月
で
す
が
、
ド
イ
ツ

も
日
本
も
１
月
１
日
は
大
切
な
家
族
と

一
緒
に
一
年
を
顧
み
る
と
き
だ
と
思
い

ま
す
。
私
も
今
年
は
た
く
さ
ん
良
い
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
ゆ
っ
く
り
顧
み
た
い

と
思
い
ま
す
。そ
れ
で
は
良
い
お
年
を
！
Guten Rutsch ins N

eue Jahr!

国際交流

国
際
交
流
員
の
「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」
第
2
回

ド
イ
ツ
風
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま

し
た
！
今
年
も
下
野
市
国
際
交
流
協
会
で

は
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
ま
す
。
ク
リ

ス
マ
ス
音
楽
の
発
表
会
（
ピ
ア
ノ
や
合
唱

な
ど
）
や
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
よ
る
ク
リ

ス
マ
ス
の
物
語
読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
ま

す
。
ド
イ
ツ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
お
い
し
い
料

理
、
ワ
イ
ン
、
ビ
ー
ル
を
ご
用
意
し
ま
す
。

ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
も
開
催
す
る

予
定
で
す
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
一
緒
に

ド
イ
ツ
風
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

　

会
場
準
備
の
都
合
上
、
で
き
る
だ
け
前

売
り
券
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

■
日
時
：
12
月
14
日
㈰　

午
後
３
時
〜

■
場
所
：
グ
リ
ム
の
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
前
売
り
券
：

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
会
員

 

１
，
０
０
０
円　

　

一
般 

２
，
０
０
０
円　

■
当
日
券
：

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
会
員

 

１
，
５
０
０
円　

　

一
般 

２
，
５
０
０
円　

☆
当
日
国
際
交
流
協
会
に
入
会
し
た
場
合

は
、
協
会
年
会
費
込
み
で
２
，
０
０
０
円

と
お
得
で
す
！

※
小
学
生
は
半
額
、
未
就
学
児
は
無
料

■
前
売
り
券
の
販
売
場
所
：
下
野
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
（
市
役
所
国
分
寺
庁
舎

生
活
安
全
課
）
ま
た
は
グ
リ
ム
の
館

■
定
員
：
70
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局（
国
分
寺

庁
舎
２
階　

生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
５
５

　

 seikatsu@
city.shim

otsuke.lg.jp

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

 
祭
日（
Ｆ
ｅ
ｉ
ｅ
ｒ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
）

第
21
回
グ
リ
ム
の
里

　
　
　

夏
季
日
本
語
講
習
会

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
の
主
催
で
、

毎
年
８
月
に
グ
リ
ム
の
里
夏
季
日
本
語

講
習
会
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て

い
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生
の
方
々
が

下
野
市
を
訪
問
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、

協
会
が
用
意
し
た
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
し
て
、
日
本
語
を
学
ん
だ
り
、
日

本
文
化
を
体
験
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

21
回
目
と
な
る
今
回
の
講
習
会
は
８

月
18
日
〜
31
日
の
２
週
間
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
、
７
名
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学

生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
専
門
の
講
師
に
よ
る
日
本

語
の
授
業
を
は
じ
め
、
書
道
・
茶
道
体
験
、

浴
衣
着
付
け
体
験
な
ど
の
日
本
の
伝
統

文
化
を
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
そ
し

て
石
橋
高
校
で
の
交
流
会
な
ど
、
多
彩

な
行
事
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
年
広
報
し
も
つ
け
の
６
月
号
で
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生
を
お
世
話
し
て
い

た
だ
く
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
国
際
交
流
に
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

ふくべ細工体験

浴衣着付け体験

書道体験

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]
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